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岡山大学教育学部社会科教室内 地 域 研 究 会
｢歴史的町鴨方の変貌｣刊行にあたって
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第九章 子どもたちの '郷土 ･日本 ･世界"意識
1 調査概要
2 子どもたちの郷土意純


















































しばらく行 くと,竹林寺山山頂に銀色に即 く大きな ドー ムが現われるO岡山天体物理観測所であ
る(写貞1-113)｡粟点大学東京天文台に所属する観別施設であり,口径 188(7Wの反射望遠鏡








写真1-1-2 流校章の玉葱状風化 写真1-113 岡山天体物理観測所の
敬利用 ドー ム
写真111-4 阿部山の山頂横斜面 写其1-1-5 阿部山山頂にひろがる畑地
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阿部山東から阿部山西にかけては江戸時代末期から開塾が行われており,古い家並みもみられるO



































































































































こむ小谷の出口付近に,扇状地が形成きれるo小谷の集水面郡は狭 く, したがって扇状地 も小規模
である｡小丘陵をなす山伽と,谷口から小環状地にかけての低地とが交丘して, くし状の地形をな
すo小扇状地下流の扇側は,隣りのそれと重なるものが多いo小丘陵地と小扇状地とあわせて,全
体としては山腰掛 こ沿 う綬斜面をなす｡小丘陵や扇状地の高みは,集落 ･畑 ･果秘潤が多く,谷筋
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の鴨方川周辺のポーリングデータ(図 1- 1-6)にJ:ると約 15m程度の厚さで唯研層がみられ
る｡この堆概層の基軌 よ風化花樹砦である｡花細管は風化が著 しく砂状を皇している｡堆切眉はシ
ル ト周 ･粘土層 ･砂層 ･砂康屑から研成されている｡下流側ではシル ト屑 ･粘土層が多く,上流側










































































光野千春 ･沼野忠之 ･野晒聖人 (1980):岡山.県地学のガイド,コロナ社
光野千春 ･沿野忠之 .高橋凄郎 (1982)二岡山aIL'地学,山脇新聞社
鴨方川地質調査 (昭和 59年実施 ) ㈱八妥廷敷コンサルタント,㈱応用地質調査車務所
土地分類基本調査 ｢玉島 ･福山 ･寄島 ･仁尾 ｣ 岡LL｣児 (1983)






















河 川 名 全延長 (m) qI円延長(m)
里 見 川 ll.781.95 3,220_00
鴨 方 川 3.980.65 3.980.65
括 印 川 4.800.00 3.300.00
益 坂 川 1,811.90 1.811.90
杉 谷 川 2.300.00 2.300_00
壁 川 2.500.00 2,500.00
鳩 岡 川 3.270_00 2.470.00













入,漏水等の危険な状態をしばしば被ってきた｡ この様子は, たとえは砂防剛 Il洗路上施行につい
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冊 ナ 堤 防
の南東部山林地帯に発し地底の中央部を軒下.二掛剛 l卜壁用を経て北流,二綾取日日里見川へ合旅し
ているこの地方唯一の河川でありますDこの地方の土田は花拙者を母岩 とする砂包頗土地相で南部











ている｡それ以前 (明治以前 )よi)六軒川であったとい う.5-もあるか, それについては聞き取 りを
泣付ける文献その他の軽料 もなくよくわからFft､｡たff ラ浅口郡蕊の第三,水誌の二 ,天井川の部分
(第一五五節)に,｢R)j治姓新ol)秒変に苦 りで林政弛倍し,民心また世運の変化の著 るしきために
再林の将来を席みるものなく, その混伐各所に迫 りで. 山林米韓の軌 希土暴砧して一雨短に土砂







地で降雨の股 に土砂が流出し,墜日の天井)冊コを促進してきたと考えられ る｡慨き取 りによるとこ
の誇迫川の土砂が堅川か ら里見川 .玉島帝まで旅出してい き,玉島幣が埋まるという被等さえ出て
いたというQ そこでこの荒廃した山地vI舵機がtJされ,砂防ダムが理殺 されたOこの二部は旗林省
の商標=中として行われ, RB和初肋の不況による按弊農村救済の役割 も果たしていたとい う｡その
後 もこの地kT=こは砂防ダムがいくつかつくられ, 河味も一度換 り下げられ土砂の流出という問題は
ほほ消失した｡ この工Tfiの記念剛 ま六条院PT也協西条原支店付近に現在 も残っている (写喜‡1-2
-1,2)0
昭和 51年の台風 17号による長雨では堅川の葱岸の一部がくずれたO北平地区より上流部では
河床を頼りコンクリー トで庶ぼ りをして河道を鼠定させ河川水を早く抜 くという底ぼり法を用いた
′







ております｡厚 く軌礼申しあげますO しか しなが ら本流部lこおきましては,旧憤然 としております
ので出水の早さ,勾配の軽による水位の輔苗等非常に危険な状況でありますので, これが漏水防止
を兼ねた本格的河川改修をお願いいたしたく要望 しますO (鴨方PT役場各種臥情,G巌,昭和 53年
7月 11日)｣このような要望雷は昭和 44年か ら49年にかけて も毎年挺出されているO堅川下流
の河床は平常時にほとんど滴れているが,土砂がかな り堆和 しており降雨等による水位の増高が予
想されるO墜川改修田業計画FTの堅川縦断面図および平面図より墜Jllの堤防描 .河床訪 ･水田商を
抜 き出して同化した ものが図 1-2-2,鴨方町役場による鴨方町全図をもとに作成 した河川縦断
図が図1-2-3である｡ これ らの岡よりわかるように,叩]床は両岸の水田より1.0m～30m拓
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<文献 ･聞 き取 りによる溜池の数>
大 正 末 溜池の数378 浅口郡誌
昭和㌘年頃 381 浅口地方誌






<空中写 弟 か ら判読で きる溜池の数 >
昭和50年1-4月
国土地理院裾彫
そこで, まず数の うえか ら禰池をみてい く｡わか り得た聴園の ものを示す と,衰1-2-2のよ
うになる｡
ます,文献や拙き取 りか ら得 た数僻であるが.明拾期あるいはそれ以前の ものについてはとらえ
ることができなかった｡ただ,本県の滑池は,明治 12年の岡山県統計安によれば,すでにこの時
期に現在の数とあまりかわら7,1･い ものができていたO また,井軍地方振興局管内の溜池築造数 (衷
1-213)は明治以後それほど多 くない｡ LT=がって,鴨方町においても溜池の数について,臓
妻1-2-3 r岡山県土地改良史 ｣による築造年次別溜池敷
江 戸 明 治 大 正 昭 和
振 興 局 1- 19 20- 不 明 計




に示 しT:通 りであるか, これ らの数については, それぞれ数え方の規準に違いがあると思われ, そ
の変化は駈純には考えられない｡しかし,全体的仰向 として,昭和27年か ら43年 Ii-.での間に減
少傾向に転 じているようである｡
また,地形軌か らとらえた数僻は,文献や朋 き取 りか ら得た数値に比べ,ずいぶん少lJくなって
いる｡ これについては,地階閲に表す禰地の大 きさに限狂があるな どの理由にiるもの と思われ る｡
また,年代の新 しい地形図の方が楠m-の紬 ､調査により得た結果が記入されているのではriいか と
も考えられ,地形図か ら渦池の敬の変化を比較,分析す ,5 ことは困難と思われる.
空中写真か らも油池野とらえてみたが,溜他かどうかを判断 するのに困難な ものがあるなど,あ
まり正確にはとらえられなかったと考えられる｡地形図によるものと比べると,幾分数は脚 してい
るが,P=tiき取 りで村T=数値には,はるかに及はない.




また,潤池の分布について,浅口地方誌lこは,地形 を低地,衆落, 山地 丘陵,海湾に分けた場
令,溜他は丘陵の多い所で多 く,恥芹及び低地で疎 となってお り, また,地形鼠の種類では,笠間
号図幅の もの,その中でも中央部が政 も多い地域 となっている, と配されている｡すなわち, この
鴨方机あた りがその部分にあたるといえよう｡ したがって,浅LJ地方のなかで も,鴨方mTは特に潤
池が多 く分布する地域 といえるのではないた'ろうか.
以上 溜池の数の変化 ･櫛他の分布をみてきたが, それ らより淘他は阻和 27年か ら43年の胤
に減少傾向に転 じ, その後徐 々に減少 しているのではないかと考えられた｡そこで,次に,潤池が
現在に至るまで, どのように変遷してきたかを,その理由とともにみていきたい. ところで,櫛池




築造年代のわかっているものだけをとってみて も,江戸時代がLtRLも多 く, それに年代不明の ものの
かなりの数が江戸時代の もの と患われる.
明治掛 ま,作付の制限が轍頗きれ責納が貯止 されて地租が金納化されたため,収入の速を拡げi
うとして,曲家は廃 って耕地の拡張に走った｡また,政術 も開墾を典助 したため耕地は着実に増加
していった (姦1-2-4)D この時期は全県的に平地,山間を問わず各地で耕地が拡張 していっ
たのであるO したがって,鴨方町においても, この流れに沿い,同様の傾向がみ られたものと思わ
- 2 2 -
図112-4 溜池の分布 (昭和42年～59年 )
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表1-2-4 水田面積の変化
























次に,大正 ･昭和前期 (戦前まで )であるが, この時期は,政掛 ま農民の保護 と食観増産を｢l傍













する弔文が極めて多 く取 り上げられている｡ こ
の時馴 こ築造された溜池の数は,井笠地方振興




分加わるOしたがって,鴨方町における典追放は,文献 (鴨方町誌 )か らひろうことのできf:昭和
池 (昭和 3年 ),曲田地 (昭和 8年 )の2個, さらには, これ ら以外 にあるか もしれないか,それ
ほど多 くないと思われる｡











速な発達,民間資本の宙掛 こより,岡山県の在英ilq進は,昭和 40年代前半には大 きく転換 した.
良薮の第 2次 ･第3次産柴に対する他対的地位は低下し,急激な工業化は,虚業労脚力や戯用地の





卦 よその彫軸を強 く受けて,大幅rJ後退を余儀なくきれた｡ さらに大規換土地日収と乱開発により,
Ln用地等の転用がなされ,土地ブームと粒外就職の拡大により出村に混乱が生じた｡また,晒和48
年の石油危機の後を救った食粒危輝は,輸入食粒に依存してきた国民に大 きなシgックを与えた｡




の伸び率は全国及び中乳 四国の伸び率に比較 して著しく低 く,相対的地位を低下してきた｡その
大 きな変化は昭和 29年から昭和 35年の托いこ現われ,その後,地位は徐々に低下しているOまた,
水田面積 (図 1-2-5)ち,昭和 31年頃より減少換向を示している｡ さらに,昭和 42-44
年の米の大恩作を背部 こ,米の生産過剰が問題 となり,全国的に生産嗣亜時代に入ると,本料でも




に転 じ,以後全体的に減少し掛 ナている｡ 12
このような虚業の変速を通 してみると,戦後,
俄雨への良港生産構造への後帰をはたした後,
股菜か衰退 してい くなかで,潤池は,全体 とし













(衣1-2-7)｡ これ らは,ほとん どすべて
か土地利用の転換によるもので,宅地化0)進行































のような形で管理が行われている｡ます, それ ぞれの地区の人たちの中か ら話 し合いにより溜池管


























(D 鋳 込 池
ノ ミヤ′コ
② 野 宮 建 地
③ 実享箭 池
④ 晶 等 池
⑤ 晶 晶 池
(61 完 等 島 地














住 宅 Efl地 (新 前 )





住 宅 団 地 (緑ヶ丘 )
〃 ( 〃 )
〃 ( 〃 )




〃 ( 〃 )
? 現在貯水 していない
宅地 (池ノ平B]地 )速成のため廃止 し
たが,向規模の池 (朝倉弛 )を新穀




管 内 た め 池 数 同 左 内 訳
直 ちに改体を垂す る 要 改 修 改伊の必嬰なし
岡 山 県 8.553ヶ所 1.397 16% 2.976 35% 4.180 49%
振 岡 山 2.442 505 21 703 29 1,234 50
兼 備 1.146 237 21 380 33 529 46
店 数 1,062 101 10 642 60 319 30
輿 井 笠 1.242 265 21 372 30 605 49
砧 梁 547 63 ll 234 43 250 46
局 阿 新 182 12 7 44 24 126 69
別 共 産 121 27 22 39 32 55 46
津 山 994 133 13 319 32 542 55
資料 二岡山県彪林部 :岡山県の土地改良 より引用 r岡山県土地改良史 ｣より
-27-
蓑1-2-9 穫方町における小規模溜池補強事業
年 良; 件 数 櫛 池 名 礎選故 (P=1)
49 6 故地, 山ノ典池,木舟弛, 切場池 19,917.000
池 ノ平地,北谷池
50 5 天草弛,大平紬,仏蛍池,茂戸弛 8.474.000
宮 ノ奥地
51 2 望他 出額弛 3,997,000
52 3 輿建地,木舟池,抹池 5.971.000
53 4 他折下地,降矢下地,出張池,古見弛 12.960.000
54 4 大向池,治水池,屯王他,中池 8､144.000
55 3 龍王池,二子池.大内新地 14,100,000
56 1 茂登池 8.600.000
57 2 阿版新池,引野大池 8.000.000
58 3 持田大池,大内新地,天草沖 14.500.000
｢小規模潤池抽強や英台帳 ｣より(鴨方町役場の資料 )
蓑1-2-10 用水源 (溜池及井堰 )
改築工事施行一覧表











































天草池は,鴨方FJ内の代表的な･泡他であ り.かっては約 11.3haとい う水面面軌をもら,郡内で












工軌 ま2回 (阻和 47年. 56年 )行われ7こ(衷112-ll,表 112-6)｡埋め立てには,










o浅口邦誌 ( 1925 )浅口郡
o洗口地方誌 :花田-iE一草稿
窮一巻 地理編 第一偏 自然地理
写真1-2-8 天草池の埋立て
(昭和61年2月 13日)
参 考 文 献
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第-巻 地理編 第二編 人文地理(2)
o鴨方町誌






43年,50年,56年 (明治 20年は2万分の1,その他は2万5千分の 1)の地形B(1を比較 し,
変化 した所をとらえ,56年の地形図に記入 し1=｡そして土地条件図か らは,人工地形 (平坦化地,
盛土地 )をとらえ,地形図によるも0)よりさらに詳しく改変の状態を表わしてみた｡(ただ土地条
件図は昭和 50年の ものであるため,それ以降に改変 された所は表わせなかっ/こ｡ し/二がって,地
形図ではとらえられたが,土地条件図からはとらえられなかった所 もある｡ )
さて, これ らtこよると,田,森林,果樹歯であった所に, 何 らかの建築物が迦穀されている解合
がほとんどである｡なかで も宅地化されている所か際立っているOそして,昭和 45年以降は,大
規模TL住宅団地の建番がみ られるようになるOまた,改変は,国道や鉄道の通 った町の中心部近 く
に染中している傾向にある｡地形的には,地形図でとらえた場合,山地 .丘陵に多 く,低地に少な
図 1-2-7の説明 地形図か らとらえた土地改変
年 代 番号 改 変 前 : 改 変 後
M.30-S.4343 505 6 ① 防 宅 地
② 針 粟 舶 林 岡山大文博物館
① Etj 学 校
④ 斜 面 切 取 部
⑤⑥⑦ 針 築 樹 林〟田 .針襲槌秘 遥照山簡易保険センター宅 地国鉄新鴨方変屯所
⑧ 田 .果樋園 .針築樋林 宅地 (住宅団地 :緑ヶ丘 )
L5) 田 .果樹軸 ' ( ' ニ駅前 )
⑲ 針 粟 樹 林 建物 (温宅,畜舎(9 )
⑪也)⑨U⑫ 斜 面札 B.針葉樹林 宅地 (住宅田地 二他ノ平 )化がすすむ〟. 団 鳩ケ丘
※地形図にはないが
57年皮 宅地 (住宅Bl地 :桃山台 ) 六条院東 43･739m2








年 代 番号 改 変 酌 改 変 後
～S.43- 50 ① 針 串 樹 林 岡山大文ftJl物館
@㊨⑦ 田 学 校組 物寺院,学 など
平QB)⑬⑮⑰⑲⑳㊨@ 田,綬斜面窮樹林,斜面緩 斜〟節価田斜頗.薬 宅 地〟〟学 校建 物遺贈山仰易保険センター
④ 田,針葉樹林 国鉄新鴨方変屯所
㊨ 田.果倫臥 針葉樹林 宅地 (住宅団地 :緑ヶ丘 )
⑨⑬⑲ 田,果樹園〟斜 面 〟 ( 〟 :駅前 )〃 〃建 物
図 1-2-8の鋭明(2) 土地条件図にみられる盛土地
記 号 改変後 (S.56の状闇 ) 記 号 改変後 (S.56の状態 )
㊨ 宅 地〟学校 .工場 ㊨ 宅地 .天草総合公陶
⑦ 珍 宅 地
㊨ ㊨ 宅地,荒地 工場
地 .田
㊨ 宅 地〟学 校 C?㊨@ 宅地 (住宅団地 :鴨方団地 )〟田㊧ 珍































































































































































































































































































































































































































































































































年 宅地(a) 年 宅地(a)
T.15S.1 10.1∈XS 28,29 13,622
S.2 10,227 30 13.622
3 10.オ)5 31 ll.296
4 10.219 32 ll.310
5 10.735 33 ll,346
6 10.692 34 ll.295
7 ll,0eX) 35 ll,㌘7
8 ll,116 36 ll.60
9 ll,181 37 14.066
10 ll,322 38 14.470
ll ll,357 39 14.672
12 ll.349 40 l2.92〕
13 ll,849 41 15,848
14 12.089 42 16.0獣〕
15 12.084 43 16,409
16 12.6幼 44 17.167
23 12.546 45 17.565
岡山県統計年報より
蓑1-2-14 鴨方町の人口推移





































年段 件数 面椴 (Tf) 団 地 名
S.46 1 135,1Z) 駅前
L17 1 13,650 セ キ スイ緑ヶ丘,蘇,池ノ平
48 0 0
49 3 2B7.088
50 1 4,36) 駅南
51 2 1(渇.2ED 学【軌 松井
















3.気 候 の 概 観
(1) 岡山県の気候区分
まず初めに岡山県の気候区分についてのべ,次に鴨方町がその気朕区分のなかでどのような位忍
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3 4 5 6 7 8 910ll12月
? ??? ? ?
??
?
1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112月
図1-3-4 笠岡 ･倉敷における気温と降水tの年変化
(｢岡山県気象月報昭和40-59年 ｣により作成 )
蓑1-3-1 月別平均 ･最高 ･最低気温 (昭和40-59年平均)
月別辛均気温 地点 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 年
笠 岡 4.2 4.5 7.4 13_3 18.0 22.1 26.4 27.1 23.6 17-2 ll.6 6.4 15.2
合 歓 3.7 4.3 7.2 13,2 18.0 22.3 26.3 27.2 22.9 6.7 .2 5.9 14.9
月A瓜k､旦 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 年
笠 岡 8.8 9.0 12.4 18.2 23.2 26.3 30.3 32.0 27.7 22.2 16.1 ll.6 19.8
荷 敷 8.2 8.7 ll.5 18.2 23.3 2.5 29.8 30.9 27.6 2.8 16.2 0.7 19.0
a温 諒､＼竺1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 年
笠 岡 -0.4 0.0 2.4 8.3 12.7 17.9 22.6 23.6 19.1 12.4 6.7 1.7 10.5
Aj^ 敷 -0.7-0.7 2.2 8.1 12.7 18.1 22.9 23.5 18.8 ll.7 6.2 1.3 10.4
蓑113-2 月別日較差 (昭和40-59年平均 ) (℃)
日較義 完音14 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12
笠 岡 9.2 9.0 10.0 9.9 10.5 8.4 7.7 8.4 8.6 9,8 9.4 9.9
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蓑1-3-3 月別降水量 (昭和40-59年平均) 仰
降水良 地点 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 年間




このように.この地域の気湿は約 15'Cの年平均,1月の平均般低気温 も-0.7C程臥 降水位は
年間1.200m以下で8月約90仰,1月約35DL九と少なく,冬暖かく,少雨の瀬戸内気候を示しているo









日日 降 水 監
月別平均降水出を表 1-316,図 1-315に表わした｡これlこよると年間降水立 1.280h'RIと
蓑1-3-4 大気現象 (而 ･雪 )日数.降水日日数
大気現象口数 降 水 日
地 点 雨 旧1 雪 旧ー > 1nl1 >_lo榊 ≧30blaT




＼ ＼-＼ 旦 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12年




～ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 年間
月別降水'& 28 47 78 150 105 157 201 77 222 130 53 33 1.280
※ 昭和44-48年のものは1-3月と12月に凍結等で削定不能の年があるため除外 して
平均している｡























降 水 圭迂:当日9時から翌日9時までの日降水JIBをlhTD1単位で示 した0
(岡山県気象月<年>報昭和 40- 59年 )
○竹林寺山天文台における各気象のalJ定法は以下の通 りであるO
平均気温 :当日年前 10時の気温をもっては平均気温とし0.1℃単位で示 したO
(竹林寺山天文台記録の気象資料,昭和 42- 57年 )







快 晴 暗 l-I 雨 冒
参 考 文 献
吉野正敏 (1968):中国 ･四国地方の気候区分O地理科学, 10
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第 2章 遺跡より見た鴨方の原始古代
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3.弥 生 時 代
今か ら二千二 ･三百年前に大陸か ら伝えられた稲作は,人口増とそれに対応 しきれない自然採袋





が入り込んでいたこの地に早 くか ら虚排が定着 していたことは意外な感 じを受ける｡しかし現有梁
川以西の前期迫跡で現在肺認されているもの(5)は全て当時良または海に直接面していた所であ り,








































この退跡で発掘された土雄志は全部で8基で出土品や過揃の詳細は表 2-1図 2-5の通 りであるO










大型化 ･装飾化 (呪化 )きれ,その全高は7.80ch,か ら1mを濠に越 える｣的 といったものであるo
この特殊鱒台の分布は図2-6のように書僻全域にひろが り,他の地域か らは山陰か らの二例の
例外を除いて出土 していないoつまりこの特殊器台 ･特殊･#_を用いた押送祭紀の共有 とい う点で吉
備の諸集団は同族忠誠を持 ち,なんらかの結合鵬係が結ばれていたのであるMo和田遺跡から発見
されT=三個体分の特殊器台 も報告1如与では ｢在地 のものと運び込まれT=ものがある｡｣としているo
他の地域との交流を伺わせているといえようo
以I.塔地性取落と特殊器台について特に見てきT=がそれらか らいえることは･鴨方の弥生の人々
は決 して他の地城と関わりを持たない陸の孤か こいたわけではなく,肺Jj内海沿岸の動 きの中に,
吉備の諸地域とのつなが りの中に常にあっ1=ということであるo阿部山地跡や天文台遺跡のような
高地性集落は汎瀬戸内海的な経済的交流や鎌田rEJでの戦争状況の一端を担 っていたTごろうし,特殊
器台に見 られるように吉備の他地域 と特殊解合 ･特殊壷を用 いT=葬送卿 巳を兆有することで吉備の
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であり,石部貞吉氏保管の須虚器杯身 (シスト出土 .消減 )は 6世紀中頃のものであるOつまり消
滅 .未発見の古墳を考慮に入れてもなお,一時期に解法きれた前半期古墳はまことに僅かな基数Ti
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上の坪古墳から出土した鏡eOや,前述の宇月原告萌から出土 した剣 ･やりがんな ･鎌の鉄器はこの














取 り加工を施 して構築しているものがほとん どであること.また遣物か らみて発㈲調杏されている





②については県の過跡台帳田の記載分だけで40基前後 (消滅したもの も含む )の横穴式石室が確
認 されており,r岡山県通史』紗 こよると62基 (明らかにシス トと記されているものを除 く)岡山
県通史の数を補正した 『六条院町議j四では旧六灸院町だけでもさらに10基が加算されるとい うO
消滅古墳については横穴式石室かどうか不詳であるので正確な軟は期 し難いが.それにしてもrL_産

































また先に触れた条里制の痕跡 も鴨方町と金光町 との境の辺 りで途切れている｡ さて,そのような海




































9.お わ り に
以上,考古学的側面から見た鴨方町の原始 ･古代 を温史的に述べてきた｡限 られた調査期間と調
査方法 しか持 ら合わせなかったため厳密な考証 .実証を欠き,時に論旨の飛曜があることと思 うO
発脚調査や新発見などで串突幽係が大 きく変わるかもしれない｡しかし地域史を再構成していく上
でそれを恐れていてはいつまでたっても地域の文化財の位置付けや評価をしていくことはできず ,
そのことが却って埋蔵文化財への無関心や破壊を もた らすことにな りはしないだろうか｡ もちろん















参 考 文 献
(1) 岡山県文化財保並協会 『岡山県埋蔵文化財発槻調査報告J)42 1981年
(2) [=E(1)前掲.和田池跡か らは石錐 ･石匙 ･石鋲 ･石斧が,向原追跡からは細文式土鱒がtl上
(3) F六条院町議』
(4) 岡山県教育委員会 打開山県過跡地図J文化財保霊協会 『全国遡跡地図i
(5) 西川宏 『吉備の国J1975年P26図3によると,倉敷市島地 ･笠岡市黒土 .笠間市王泊の各地
跡がそれにあたる｡














0尋 問壁忠彦 ･間壁恵子 『倉敷考古館研究娘報J4
89 注(9)前掲
QO 乳文鎮.町教委保管
¢l)益坂 ･阿坂古墳,地東上 ･宮の脇古墳 (以上注(1)文献 )益坂 .片山塚古墳
69 片山塚古墳群･･.杯 ･高林 ･感 本庄東家古墳--柿 .礎 ･粛杯 ･蛋 小坂乗宵の前述跡-感 ･援
瓶 ･平瓶 ･産 地頭上塚地古墳･-柿 .横位 ･蛋
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困 広瓶和雄｢群銀墳論序鋭｣『古代研究』15 1978年,近藤義郎前掲宙など
¢9 旺(4)前掲
BQ)鴨方町教育委員会 ｢鴨方町の歴史年表 ｣1966年,加原耕作 ｢浅口郡｣F岡山県大百科弔典 』
1980年｡尚鴨方町教育委El会｢鴨方町の歴史年表 ｣1966年には t『撮亜鉛 』寛文 4年 4月 26
Elの記部に｢塩田の高, 27石4斗 7チけく条院村｡ 10石7斗 6升鴨方村 ｣という記啓がある"
ことが記されている｡
しかし『税要録 』には塩田の記恥 ま見あたらず,｢古新田｣について,｢帯 27石4斗7升同
部 (浅口郡 一 預者江 )西六条院｣ ｢応10石7斗6升同郡 (残口郡 一 発者注 )鴨方村｣の記述
があり(P609-10)
年衣の ｢鹿田 ｣は｢古新田 ｣の誤りであると判断 される. このことについては,岡山県総合文
化センター,別府侶吾氏から御教示いただいた｡お礼を如しあげます｡
別 間Ll煉文化財保戯協会『巾的自動串適粗設に伴 う発泥調査 』8
625閥壁忠彦 ･蔭寸 ｢岡山県下の奈良 ･平安期墳墓集成｣『昏戯考古館研死場報 』16 1981年
83m壁忠彦 ･恵子『U^叡考古館研究雑報 』17 1982年
糾 津山市教育委員会 『太田十二社迅跡』1981年,同『京免追跡』1982年
- 6 2 -
第 3章 近 世 の 鴨 方
1.鴨方町の沿革





























と,地頭上村と益坂は節前借,すなわち本港の菅槻となり,本庄村 .鴨方札 深田村 ･小坂東村 ･
小坂西村は,支確として鴨方藩に屈したQ
(5) 町村制施行




次Iこ,明治 38(1905)年,坪田村 ･鴨方村 .小額村を合併 して鴨方村と称することになったo
さらに,大正 14 (1925)律,町制を施行 し,鴨方町となった｡そして,市町村制施行以前の
各村は,大字として名を残したO大字鴨方 ･益坂 ,地頭上 ･本庄 ･小坂東 ･小坂西 ･深田である｡
(6) 六条院町の沿革
同様にして,六条院町をみてみようO
平安時代,六条院町は先に出た大島郷に属 し,稚魚 ･裏町時代にも,そのまま大島圧の中に在 っ















① 小坂西村 (小坂庄 )
字 大内 ･西原 ･指田 ･惣良田 ･谷井 ･引野
田畑 68町7反 3畝4歩
砧 995石4斗 2升 9合
村内 ㊨ 小坂蕉村境より,㊥ 御料小田郡今立村境まで 22町 461lLJ
㊥ 池口境より,⑬ 尾坂村境まで 20町 50間
隣村 ㊥ 小坂東村へ 12町
㊥ 今立村-1里6町
⑬ 尾坂村- 22町
① 小坂乗村 (河村庄 )
字 宇津木原 .杉谷 .土井谷 ･犬飼谷 ･宮前谷
田畑 50町2反 1畝 3歩
164-
苗 782石8斗 8升 8合
村内 ㊥ 本庄村境より,㊥ 尾坂町境まで 18町 40LiU
⑩ 小坂西村境より.⑬ 太田備中守成御領分小田郡甲魁村境まで1里4町 23闇
隣村 ㊥ 本庄村- 18町
㊤ 尾坂村- 24町
㊥ 深田村- 14町
① 本庄村 (河村庄 )
字 名口 ･仁適等 ･こすみ ･中村 ･丸山･木ノ元
伯,丸山の吉名吉宗と申候を,持保年中丸山と改申侯
田畑 53町 4畝半歩
… 798石5斗 9升 1合
村内 ⑩ 御本家様御分同郡地頭上村境より,㊨ 小坂東村境まで10町8間
㊥ 鴨方村境より,⑯ 相 L個 まで, 35町 50胤




町並 三 U市 ･小町 ･西町
字 河手 ･中山 ･堂門 ･王子奥 一名口
田畑 75旧 7反 2歩
山 1114石5斗 7升
村内 ㊨ 御本家様御分同郡地頭下村境より.㊥ 深田村境まで 12町 22間
㊥ 六条院菜村境より,⑬ 本庄村境まで18町 28間
隣村 ㊨ 地頭下村へ 17町 22間
㊥ 深田村へ7町
㊥ 六条院乗付- 25町
① 深田村 (河村江 )
字 石井谷 ･中谷 ･大前谷 ･有井 ･西ノ谷 ･上迫谷
田畑 51町 6反8畝 3歩半
㈹ 638石9斗 1升 5台
村内 ㊨ 鴨方村境より,⑳ 也口境まで 17町 20儲
㊥ 口林村境より,㊥ 小坂西村境まで 20町
隣村 ㊥ 小坂西村- 17町
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㊥ 口杯村へ 18町 57闇
⑬ 小坂窮村へ 14町
⑥ 六条院西村(大嶋庄 )
字 出井 ･高井 .浅倉 .向月 ･安td^浦
田畑 77町 9反9畝 26歩
高 910石1升7合
村内 ㊥ 六条院中村境より,㊥ 青木源五郎様御節分間郡上新庄村境まで 22町 48間
㊥ 大鴨中村境より.⑱ ロ林村境まで 19町 26間
隣村 ㊨ 六条院中村へ 18町2間
㊥ 上新庄村へ 14町
安倉浦 ㊥ 海面境まで凡そ3ui
㊥ 卸料同郡南浦境より,㊥ 東大嶋の円国頭境まで 16町 36間
¢) 六条院中村(大嶋荘 )
字 生石 ･丁 ･赤城 .刑尻 ･四条原 .古山戸
田畑 88町2反 8Zf:辛
高 1082石1斗6升9合
村内 ㊧ 六条院煎村境より,㊥ 六条院西村境まで 26町 15間
㊥ 六条院西村の円安倉境より,⑬ 口杯村境まで 28町 30間
隣村 ㊨ 六条院東村-23町
㊥ 安倉浦へ1里1町 20皿
⑬ 口林村へ 13町 20間
@ 六条院煎村
字 相部 .四条原 ･地頭明 ･竹原 ･犬馬場 ･赤鉢
田畑 42町 2反8畝 6歩半
高 516石7斗 5升 4合
村内 ㊥ 蒔田和泉守様御領分rp]郡佐方村より.㊥ 7ヾ奄院中村塊まで4町8RiJ





｢七鳴ら御本家様御分取山道口下竹二至 り,占見新田村rJ御本家様細分石見札 地政下村二至 り,
鴨方札 深田村,池口,口林村ヲ通 り,F等木源五郎様御領分,上新庄村へ出ル｣道 らしいO
(EtT)
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なお,七嶋から口林村の出口,すなわち上新庄村との境までの距離は, 3里 12町 53軌 鴨方
からだと, 1里 8町 32間あったo














復の道がある｡ ｢鴨方村 5御本家僕御分地頭下札 占見村二至 り,占見新ET_l村占.蒔田権佐様御領
分大谷村御礼 阿賀崎町江出ル｣1里 30町 11間の距離がある大路であったD
(3) 川 ･ 橋





倍 としては,鴨方村にある阿手川場 (長 さ13闇 )が有名であるD
(4) 島 ･渡 場





大きい山として,小坂衆札 本庄柏 尾坂村にまたがる阿部山 六条院西村の鞄王山 六条院中
村の明瀧山があった｡他に,丁山 (口林村 ･六条院中村 ),七原山 (小坂西村 ),杉山 .両名山
(小坂乗村 ),大川山(本庄村 ),碧湖山(深田村 ).浅倉山(六条院西村 ),醤畑山 ･きいのT:
八山(六条院中村 ),宝さこ山 (六条院東村 )などの山々が存在していた0
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(6) 池
滋 も大 きな池は,鴨方村にある天草他で. 他の廻 りが 17町,畝数にして 14町8反あっT=O
申池は,大内池 (小坂西村 ),傑旭 ･太田地 (本正村 ),小 さこ池 (鴨方村 ),平石他 ･福地
(探山村 ),中田他 仏堂他 (六条院中村 ),谷池 (六条村瀬村 )などがあ り,小池になると浅口





産業では,｢口林村之P]大原 と申在所こて作 り出ス｣不 く路よも 六条院西村円安fi.東大嶋内国
(till)





(3) ｢和名抄 ｣(r鴨方町誌J より重引)
(4) ｢止昧右図 ｣(r浅口郡誌Jより塁引)
(5) ｢僻中村鑑｣

























② 鴨方&-の職制 ･機馳 ･家島団統制












































































































鴨方藩の場合, この評溝式は,立合式が,｢御座敷こノ閲 ｣で行なわれてお り,指出式が勘定所で行
われていた様であるO岡山溝などきちんとした城 .城下町を持つ価においては,これらの式は評定所で
行なわれるのが通例なので,そういった意味において.城 ･城下町を持たず, しか も膚主が本家池田燕
の城郭円に住んでいた鴨方渚は,施設やその他藩織閑の盤偏がなされていなかったことは明白であろう.

















-,変名 ･死去 ･退去 ･帰老ほ ･参弟日
石,御物鎖,朗分迄ハ同席/j届出,己下ハ頑々,5届
































































































































戚後に,改毅 ･追放 ･御暇についてふれていくO｢鋸憾帳 ｣において,次のごとく示されている｡
-,御勘定所二而話部手合相済候上,不ぷ二呼乳 頭分以上仲間両三人同道

































浩之断 ｣を伝え,脇指しを預かり,小仕†丘出席の上 大目付から改易を申し渡すOその乳 癌に助勝手
口から瑞軒 こ乗せ,付添を伴わせて国境まで連れていき,引き払うということである.そして,この儀
式一切は,大目付が取りしきt),後に家老に遷すという形で行なわれていた様である｡さらに,｢御改





















































に,それらに任命された家臣の在EE期間 ･知蕗などが記入さTLているO｢御礼之次第 ｣にも,梅 ･
禄 ･職 ･就任年代などが総合的に評価されて礼席順が決められておら,｢諸格 (御礼格併棒物 )｣
でもはば同様である｡
(5) 判形 ･勘定奉行のもとで,財政 ･収支を司るO周山池田満においては,平土樽
(6) 岡山大学附属図ぜ戯 ｢池田家文唾｣鴨方俳文番の中に,年代末評の, ⊂備中南部地誌〕というも
のがあり,土地 ･相宿 ･産物 .産業等が記戚されているO














































































































































































































































































































































































































































(4) 庄屋と年寄 (組頭 )が郡奉行へ帳面を掃し出す
1













































前述に も示 したとお り,初代鴨方帝王政吉の領地は,政吉が,まT='分知 きれていない,兜文九年での
｢侍帳 ｣(7)によれば,知行符は,六万四千五百五十石であった｡当時の岡山池田藩では,画商が採用 さ
れており,坪政の播磨五十二万石時代の石蕗に,備前三十一万五千石を換算 して計算しているわけで,
給人の実質の知行高 も,それか ら,割 り出すことができるわけである｡従 って,当時,岡山池田藩の給
人であった政言の実質の知行宿は,約四千石になるoしか し, ここで与えられT二二万五千石は,実際に
は,直し高で表示されていない らしく,約二万三千五百石程度であったようである｡ このことか ら, こ
の分知は,政吉にとって飛韓的な奨進であったことが うかがわれるであろうC




































































鴨方村 1205石 l斗 1升
本江村 934石 1斗4升
深田村 362石 5斗 1升 4台
粟小坂村 756石 2斗3升




















































































































となっている免状がある｡②の一掛 ま朱印疎を示 しているoこの免状では存在 しないが,朱印痛の
列に新 しく開かれた関白の稀を示す ｢又応｣が-話の次lこ記峨されている免状 もある.③の部分は,
田白荒などによる万引砧が記俄されているO②の一席から③の万引応を引いたものが⑤の残砧とな
る｡残蕗はその年の実際の村有を示 している.そして⑥の部分で田由の缶,物成虫,免串が記され
ており,物成_qの合計が⑦ となる｡ これは定物成侵,つまり領主側の搾取 しようとし/二見を現 して
いる｡⑧の部分では,加損,検見下りといったような物成引が示されている｡ここは⑦の定物成1A
からどの程度引かれるかという実際の収噂故にかかわる部分であるoそして定物成母か ら⑧の物成









る村々の一帥 『信州脚 知行噌 呈謡と内去年之由物成御見合帳 』(以 F『- 牒脈 割』と略
す )に記峨されている｡それによると六条院西村の場合, 943石 l升 4台となっている｡
蓑3-4-1 六 条 院 西 村
芳治 3(160) 一高896石8斗9升9合又苗 27.2.5.4. 環指924市1斗5升 万引帯 0 直訂759石3斗1升5合
貞早l(1eB4) -店896.8,9.9.又 44 0.5 5 残蕗910.7.7.7. 万引fL'530石1斗7升7合 虚砧759.3.1.5.
出撃2 -砧943.0,1.0. 残薗912.8.3.3. 万引高30.1.7,7. LnI靖759.3.1.5.
埋 川 村
万治3 -南215石4二相升3台 残搭179石2斗5升4合 7=jL引砧36石2斗3升9合 直柘 77石7斗6升
貞与と1 一高215.4.9.3. 残高164.5.9.0. 万引扇50.9.0.ト 百石 77.7.6.
由宇2 -荷164.5.9.0. 残拓164.5.9.0. 万引雷 0感応 77.7.6.




天和 3年の新開田島 (2石 6斗 )の合計が的万博成立時の一宿つまり朱印描となっていることがわ
かるOしかしながら万引掛 ま新 しい-,fiとなった以降 も30石程度存在 しており,そのため実際の
相帯を示している薦膚は,その万引高の出だけ低 くなっている.次に掛 目村の場合である｡『信州









和 2年 )にさかのぼる｡播蝉から因伯への転封は,215700石の減封となった｡ この/A印戚激減
という状況に対して,家来敬,その絵地応をそのままに保つT:めに設けられ1=のが面内という究空































































表3-4-2 各村免状の日付と土免妃軟の有無(○印は蓑蕗に ｢土免｣と記載があるもの )
年 代 六条院西村 埋 川 村 碇 仲 村 岡 山 濡 領
赤坂郡黒沢村 上乗郡久保村 児 他 部味 野 村
机腰 1(1655)2 10月21日ll. 4 4月10日 0 6月19日9月こ改 4月28日 ○ 5ノ126日 010. 3 11月1119. 3
3 4.25 0 4.21 010.26 10. 17月1日 ○
万治 1(1658) 5.15 0 5.21 05.26 0
3芯文(ユ663)8 10.166月20日10月改19 9月 攻 4.26 (⊃9 11 05 6.27 08 ○
10 6.21 0 6.21 0 9.21 0 6.21 0○
ll 6.25 ○ 6.25 0 10.15 ○3 9. 9 〔⊃
12 6.18 ○ 6.18 0 9.1510 0延√kl(1673) 10.ll 10,ll ll. 1 0
2 10.28 10.28 6.11 ○ 5月15日,10月20 ニ受㌘8日二. 2
3 10.ll 10. 1 5.15 0 6.16 0
4 ll ll ,24 0 6.21 0
5 10.21 10.21 6.11 ○ 10.26 ll. 2 0
6 10.25 10.25 10.11 ○ 10.18 10.28
7 ll. 7 ll. 7 10.19 ll. 2 10.16
8天和 1 10.17 10.17 10.16 ll.2110 912 10.28ll 13
81 ll. 4 ll.149 ll.12
3 ll.ll 10.25 10.28 ll.ll
貞早 l(1684) ll. 9 10.28〟/ 10.28 10.212 10.29 10 2 10.29 9 8〟/3 〟/
て高が分けられているのである｡田晶にかかわらず,上免 (4ツ 8分 ),中免 (3ツ 8分 ),下免









上 川 町8反 13歩半
中 16町 3反 19歩半
下 17町 1反6畝 24歩半
下々 9町 6反6畝 16歩
円高合 626石7斗 8升3合
248石311-6升 免4ツ 8分
327七】L7斗 8升6･.'T 免 3ツ 8分








ことができるD延京助後半より日付 も秋の日付とな rJ土免の刷 戊もみ られなくなるDそしてR付が
10月 28日に国定 されるのが点字朋であるといえる｡ この表以外の岡山価額の村々でも同様の展
開をみることができるO これに対 し,鴨方聯韻 とTJる村では,政吉に分地 された延宝期以降,土免
の記蔵がみ られなくなり, 日付 も秋の日付となっているD そして,鴨方潜が正式に認められた眉宇
元年以降 もひき続 き秋の日付であり,月事 4年 より日付が 10月 28日に固定 されると考えられるb
次に田ltl免であるが,岡山蔽領の村々では,'tE文偶前半までは徐々に と昇する傾向にあ り.兜文
7, 8,9年 ころより固定化 されている状T腰である｡そして延宝朋にやや変動がある村があるもの
の,だいたい斑文末朋に固定化された免が以降ずっと椛いている村が多い0-方, 鴨方僻韻 となる
村では,酎 掛している関白免が固定化されるのか'a文 7, 8年 という状況である.そしてそれ以降




村 名 E8 万 山 方
浅口郡六条院西村 .480.380.355 .315
鴨 方 村 .525 .410
鍵屋郡jg 川 村 .360 .250








10 延 5 天 元 5 10 15王
立 和 禄 永
5 正 5
地
示 している.この黒沢村の状況は,他の岡山痛筒の村 3郡4村で も同様の展鯛 となってお り,岡山
庸領の村の一般的な傾向として考えたい｡ グラフの瓜掛 ま,実際の高 (残痛 )に対する細吉例の搾
取 しようとした位 (定物成 )であ り,領主伽の搾取 しようとした串を示すと考えられるo点線は,
残癌に対する実際の物成虫 (残物成 )であ L),実際に搾取 したfTAを示す ものである｡埋川村の場合
をみると,免率が同定化された詑文瓜以降,罪跡 よほほ一定の率を示 しているO しか しながら,実
際の収呼率を示 している点線は変鰍が大 きく,特に元紬好日よ大 きく串が低下しているo この埋川村






































4.2. 文政5年〃 〃 20年
3.4. 文政 9年〃 〃 13年
1斗6.3. 〃 〃 〟 1年
8.5.6. 〃 〃 〃 2年
1.8.4. 〃 〃 〃 3年
1石9.9.9. 〃 〃 〃 4年
1.1.7.9. 〃 〃 〃 5年
1.5.3.5. 〟 〃 〃 6年
1石4斗5升7合 文久 3年攻撃妄 1年
9.8.7. 〃 〃 〃 2年
4.6.1ー 〃 〃 〃 3年
2.2.8. 〃 〃 〟 4 年
i.I.3.0. 〃 〃 〃 5 年
るいは 20年をみることができる｡
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年 代 二 口高 定 米 大 豆 代 山 番 給 銀 判 米 剖 米 計 銀 計
文化 3万 石 石~ 匁 石~ 匁 石 冒 匁1.39 0.617 1.25 0.0003 6.55 0.0655 3.2428 246.28
4 卯 〟 〟 1.56 / 8.33 0.0833 0.7006 9.87
8末 1.732 0,955 〟 0.0005 10.39 0.1039 1.8594 69.55
10酉 2.679 1,529 1.92 0.0006 16.07 0.1067 3.8183 83.23
12亥 〟 1.528 〟 〟 18.75 0.1875 2.2531 72.13
13子 3.342 1.87 〟 - 24.73 0.2473 2.2293 991.43
文政 4巳 4.172 2.388 1.82 0.034 31.29 0.3129 2.8509 1374ー25
5年 〟 〟 〟 〟 32.12 0.3212 2.8392 1395.36
6未 〟 〟 〟 〟 22.95 0.2295 2.6995 70.82
7申 〟 〟 〟 0.033 30.04 0.3004 2.8174 196.86
8酋 〟 〟 〟 〟 31.29 0.3129 2.8389 62.53
9成 〟 〟 〟 〟 35.46 0.3546 2.8856 70.89
lo亥 5.378 3.141 〟 〟 43.02 0.4302 3.7442 79.21
11子 5.465 3.165 〟 〟 22.95 0.2295 3.59 42.4
12 〟 〟 〟 〟 40.99 0.4099 3.776 92.4
13試 6.105 3.471 〟 〟 51.89 0.5189 4.211 83.64
天保 2卯 6.265 3.571 3.06 0.0365 59.52 0.5952 4.3567 79.17
3虞 6.452 3.688 〟 〟 64.52 0.6452 4.5475 67.66
4巳 〟 〟 〟 〟 58.07 0.5407 4.485 146.2
5年 〟 〟l 〟 〟 77.42 0.7742 4.6587 148.34
-97-
年 代 二 口 ILhl定 米 大 豆 代 山 番 給 銀 捌 米 捌 米 訂 銀 計
天保 7申 石7.014 石 匁 石 匁_ 石 石 匁4.039 3.06 0.0365 63.13 0.6313 4.8873 504.97
8酉 6.251 3.571 〟 〟 I62.51 0.6251 4.4018 114.89
9成 〟 〟 3.35 〟 〟 〟 4.3818 277.67
lo亥 〟 〟 〟 〟 〟 〟 〟 253.63
11子 5.421 3,053 〟 〟 73.18 0.7318 3.9424 220.03
14卯 / 〟 〟 〟 59.63 0,5963 3.8074 106.23
15辰 〟 Jt/ / 〟 66,68 0.6668 3.8774 84.07
弘化 2巳 〟 〟 〟 〟 67.76 0.6776 3.8882 75.45
3年 〃 〟 〟 〟 70.47 0.7047 3.9153 79.62
4未 〟 /I 〟 〟 〟 〟 3.9653 83.04
番永 1申 〟 〟 〟 〟 〟 〟 3.9603 78.16
2酉 5.422 / 〟 〃 65.05 0.6505 3.8711 709.08
3成 5.421 /I 〟 〟 62.34 0.6234 3.854 255.82
4亥 〟 〟 〃 〃 73.12 0.7312 3.9624 97.26
5子 5.578 3.151 〃 〃 66.94 0.6694 3.9275 125,99
6丑 〟 /y 〟 /y 〟 〃 3.9833 410,84
7寅 〟 〟 〟 〟 〟 〟 4.0433 88.95
安政 2卯 〟 / 〟 〟 〟 〟 4,1433 142.16
3屈 〟 〟 〟 〟 58.57 0.5857 4.7786 155.53
4巳 6.308 3.606 〟 〟 70.18 0.7018 4.8904 116.51
5年 〟 〟 〟 〟 75.7 0.757 4.8285 116.18
6末 5.932 3.371 〟 〟 68,22 0.6822 4ー5033 178.99
万延 1申 〟 〟 〃 〃 〟 〃 4.5333 176.35
文久 1酉 〟 〟 〟 〟 83.05 0.8305 4.726 115.19
2成 〟 3.372 /I 〟 〟 〟 4.7942 131.02
-98-
年 代 二 口高 定 米 大 豆代 山 番 給 銀 割 米 別 米 計 銀 計 ◆
元治 lJ- 石 石 匁 石 匁 石 石 匁5.932 3.372 3.35 0.0365 94.91 0.9491 4.792 337.84
慶応 1丑 4.38 2.402 〃 〟 65.7 0.657 3.4721 106.35
2寅 〟 〟 〟 〟 〟 〟 3.7821 367.53
3卯 4.092 2.264 〟 〃 l59.33 0.5933 3.9876 429.15
明治 1Jii 〟 〟 2.8 〟 66.38 0.6638 3ー3909 386.6
2巳 〟 〟 〟 〟 51,15 0.5115 3.5798 1510ー77
3年 4.814 2.684 20.3 〟 - 0.4958 3.9547 1184.67
4釆 5.305 2.991 17.18 - - (市制)0.7162 4.581 462.ll
5申 5.444 3.061 - 0,0365 - ( 〟 )0.9255 4.4467 -

















































































◎ 次に ｢多七-越す｣, ｢多平へ越す｣と云う項目に就いては,払方の ｢干五郎より越す｣,
｢括吉より越す｣とも併せ考えれば,おそらくは五人組円での米のやりとりではないかと考えられ
る｡年貞収納を確実にする為の連帯併託制度が,機能している訳である｡
奇妙なことに,与次右循門-多七 .多平に対して計2石5斗 6升の米を ｢越｣している一方で,
干五郎 ･拾吉-年次右箱門に対して計 1石2斗8升5合の米が ｢越｣されているのである｡
もし,此れが純粋f米の貸借鵬係として捉えられており,厳格に取立 ･支払等が行われていたと
すれば,此史料からだけでも其れ等の相互関係を掴めようが,文化4年以降には多七 .多平から米

























近世における良民負担の主なものは,冒うまでもなく｢年百 ｣である. これは本途物成 .小物
成 ･高掛物 ･口米 ･口永などの公的な頁租である｡そして,その他に村で必要な諸経費を腿民が負
押した｢村入用｣など｢諸掛 りもの｣があった｡





まず.｢村入用 ｣とは｢年貢 (本逸物成 )以外の良民負担 ｣(琵 1)であるO近世村落を椛成す
る良民は,その生宿の場である村落を維持していくために,BB民相互の馴 こいくつかの負担を負わ
なければならなかったOそれは,村役人の給料 ･行路病者,行商人に対するtEe用 ･巡見便,姐村役

























たすので,予め ｢板郎小判｣(刷 Il中之条),｢融剤｣ (信州中野),｢先銀｣(備中倉敷 )という形
で徴収し,当面の支出を賄 うようにしており,通常は前7(lJをも含めたLIE終的な負追徴 (相宿劃された
孤 )那,郡中入用として各村の ｢村入用帳｣の中に計上されているOとされていることからも,秩
討を要すると思われる｡一般に言えば, ｢村役人立替槻能｣ と呼ばれるものが存在 しており,村役
人は村入用を立替え,村民に対しては利息を含めて徴収 していた｡そして,村入用の刑付方法につ
いては,故内数ケ村を分析することによって甫 き出した骨原恕二氏の見識を引用 しておく｡ (丑2)




E) 棟役の内容は,宗教 ･祭礼 ･寄合入用などいわば生柄井IF']体的なもの,および村方人足 (
小 日用 )である｡
次に,｢村方入用 ｣すなわち｢小剖 ｣の他に,当時の地方EBt徴収にあたるものとして ｢大判｣が




所在地の郷宿に会合 して,前年十一月より其年十月迄の共同費用を計算 し,これを石筒に応 じて各
町村に按分負担する,とはr小田郡誌｣にあるのだが,浅口郡においてもはば同様であったろう｡
その内容については,備中台数代官所管下における明和三年 (一七六六 )の那中大剖 (入用 )を例
にあげてお く｡ (註3)
① 陣屋修襟入用銀
① 虐政代官所から大坂の役所へ出した飛脚質銀 (往復 )
③ 江戸役所からの御用状,大坂の役所からの飛腺n銀










中割 ｣の役割であるo高戸家文串によると.入用幽係の史料は文政九年 (一八二六 )限 り,と言っ
てよく.その変質状況などを知ることは不可能であるが,他に例を見ない r申割帳 Jを中心に,r
中割下仕立野用帳Jr大別両紙組合tgu欝用帳.Jr大乱組合'LtIJ可人品J『村方小人用渡し帳｣rJt百割
帳 』など(いずれも文政九年の もの )を調べてみたO次に示す ものは,文政九年鴨方村におけるr
FF]制帽 ｣の一部である0
1826 龍声家文古














































































































































I)大 判 大判銀掛 り
大劇米掛 り
2)祭礼 .祈祷㌍ 虫折綿血送 り礼米
氏宮条帳之節諸入用





4) 用水 .土木貿 卸普荊井寸志夫役天草地溝出銀













木,およびそれを飼料または牧草 として与 えることにより得られる厩肥が,専ら水田に施用 される
肥料の中心であった｡ ｢山諭 ｣は,この怨裳の王重な肥料源である野草 と,燃料としての軌 およ
び建築材料の供給盛地である山林原野の粒界をめぐっての紛争であり,検地による村の設定 (村切
ら)と馳係 して.詑永舶 (1624- 43)前後に一つの ピークを向えている｡
水の正蛮性は水田段男を古来その根幹 とした日本良薬にとって惑諭の余地のないところである｡
水の不足は,米の現物地代を義務づけられている血相にとって,Tこらまら死所問題となる群刻なも
のである｡他 ,礎防の創設 .修復が,各時代の天皇,名胤 L茂人等の触大の某紙 として,今 も語 り
継がれている由以である｡ 17他紙における新田開発の進嘘の結果,耕地が大河川に接近 して設け
られ,そのために,大堤防の築造を以て河川敷を狭めることとなり,脚水による水害が元禄朋には
新田眺発反対論を台東 させるという予盾を招いている｡ 18世紀綿半軌には,土地 と水が開発 しつ
くされ, もはや虚業のrg_間的拡大がほとんど不可純なところまで達 し,この過剰開発にもとづく氏
琵描IJ約が顕熱 こ表面化 している③ ｡その資源制約が,山論 と並んで｢水論 ｣として表現されている｡
水論の中心は用水争論であり,主として河川から引水する惟戯用水の水の配分をめぐる対立 と紛争であ
るが地域によっては排水が間組となるところもあったようであるo水争いは水の性質上多 くの場合
相対村 というより,村々対村々という形 をとった｡日々はそれぞれに利害を典にする｢井組 ｣｢組
合 ｣を結成 し,対立は大規模なものにな･,T二｡ しか し,村対村 という形の争論 も, もらろん起こっ
ている③ o
対象地域では,天軍池水をめ ぐって,鴨方村とロ杯村 (現里庄町 )との間で度々争論が起こった
と恩われるが,幾存する文政6(1823 )年 と明治 5(1872)年の両村の争論を中心に取 り
上げたい｡
用水の確保 と治水は.この地域において菰費な森題であることが, r浅口郡誌Jの記述よりわか
る. ｢細戸内海に面せる中国筋【こ於て,地形上碇 も人目を背 くものを禿山と天井川 とすO本郷の如
きは娘 も其特色を発揮 して,常Iこ吾人のtJ:借を帝かせり｡是等の天井川は,平時は禿山のため水源
潤魁して小妙河床に堆机せるも, 一朝豪雨垂 らは忽 ら濁水奔溢 し,墳防専決伯 して惨番を及ぼすこ





明治 13(1880)年の鴨方村の ｢村誌収凋帳 ｣(鴨方町役場所軌 甲出方町史嗣熊資料 )にi
ると,地勢 は｢南北二山ヲ負ヒ東南二二川ヲ帯 ｣っており,地味は砂地で ｢水利不便早二苦ム,大
雨アレハ水害二亦恩フ｣土地であり.珊方串は約 35D/O余である｡同村の主な他剛 ま,天申池 ･野
官辺池 ･鴨池 .王子ノ奥地 ･平石他で,いずれも田方用水として池水が使用されている.川は新川 ･
益坂川 .土橋川で,土橋川は ｢砂川ニシテ深浅同-,降雨スレハ滑水流出ス,昭スレハ枯渇ス｣と
ある｡天草油は鴨方村の南西俄にあり,ロ林村との村境 となっている｡明治 13年当時,東西7町
南北 1町20rm,周既 l乳 面軌 ま11町 4反で. これに次ぐ新地 (1町 6反 )等に比べ,最大の
膚池である.この天草池の水をめぐり,鴨方村とロ林村の闇で争論 となっ′このである｡
まず文政 6雄6月の争論であるが. ｢耶五万村天草池水口村之内字高岡之者横柄二撫揚及争論族一
件吟味｡上古｣⑥ と米紙にあるこの一件の野掛 ま,口林村高岡の者が6月に桶で水を播 き掛 ナ1=一
件,5月に矧司の者が揚水に串を使 った一件と,同じ叩件の出張吟味の倍の口上宙の3つの部分か
ら砿 り立 っているO発端=ま5月に起 こった坂水-qI件で, これは村議定破 りであるのだが,掻水につ






















串差留毘申ヒ侯申iu之義不相成百破仰鮒承知 仕居中候処,又 々当月十二 日,高岡之 内亨京EI]と
申処へ同所忠之盃 と申 もの悪水溝 へ天草他 水棲水上,車二而騰居申朕を,判頭万七及見,節介
同道二r6駆出応対仕涙始末,判頚兵別紙口上B面之地二御座候O全鉢矧昭二車無御座候訳ハ.先
達 而胡膚 行伐木正村へ御泊之節一同御機嫌伺こ髄出候節,少石 工門/J小八郎定右 工門へ申候ハ
此度高岡二串地峡義ハ新規之義全三人之者ヲ斗供義 二有之候,仏 日林村役義被仰付恢 rlFも是迄
及見浜島珊乙 当年ELl伺申出侯′＼ハ銘 々共 ヲ斗族益 と五郎右工門申候Q口林村役人右之辺 り申
候上ハ,申概不相成ハ維相分院義 と車序膜4此段御母袈可被下侯.
-＼ 当度 ハ草規申候 二付,天草弛水減水 二偶成.先通 り本掛卸田地へ足 り不足 と相成候二村,村
方相談之上川庄八 ッ桁,同月大道之天や くヲ迎天革池燈 り手宋当難所乱 当九月六 日/_-,同地両
軸乳 本巣之節度囲ひ侯義御座娯ハハ.水田雌皮村方 一同中二付,高岡撮所之分 も右同様こい
た し県候棲申出二村,小八郎へ掛合中晩処.桶横之義ハ何分巌せ呉朕頓中腰鮫こ付,其旨側頭
共 へ中畑侯姓,当又小的之 もの典中欧ハ,当村こおゐて も凍所多候へハ池水大二減水二醍成候
故,不侶止弔右終 車談恢上ハ同様こいた し院騨燈合典候様申出侯 二付.又 々掛合FFT供処,小八
郎/j退軒先遵而大庄長殿 /j桶環之義 ハ騎手次第こいた し□痛不申喋収斗可申宵被仰r雌候間,其
村方へ理解申慨掻 七県供様中越供こ付.判Bjl共へ申開候処,何分 二も当村 二両 も壊所之分 ハ不
残すれ田二相成,天草池尻 も早田二相成居中鮫臥 共訳台村斗掛合県旋様中二付,左侯 ハハ文
通二両も難相分小八日Bへ直談 いたし可申百中的候 処 ,去ル廿三 日,慮陶之者其嫌桶 二両践居中











文中,｢卓 ｣とあるのは揚水糖 としての水中であるO ｢蔵骨車 ｣は,元禄掛 こ娘内で普及 した｡
｢現在の立場か〆ら見れば構造断単であt),創設浬 も艦頗なのであるが,徳川期の農民にとっては,
出 じやすく高価な ものとな り,製作に も模型なしには諸国の大工の作 りえない ものであっT:⑦ ｣た
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それを,｢近年古申日動 往古 /j持米候様 申｣ているというのである｡出張吟味の際,車の使用
がtn行であったかのように破 ったのであろうか｡鴨方村は,例 え虐接地から湯水するのでなくとも,
串を勝手に使うのは議定破 りなので,それを焚止するよう求めているO
村村役人納得の上で異例な ｢池水圏 ｣を行 ったのであるC しか し,大EE屋が池水を掻桶で掻 き陽げ
るのはかまわないと樋簡約に貰ったため,樋留中に もかかわ らず高槻の者が横水 したのである｡
天草池の水利権をめぐる鴨方村とH林村の権力的係は,天草池が鴨方村にあること,また ｢新地
･八幡地之水御座候闇ハ天草池水棲上不申様,両地干落候ハハ時之此方村役人へ相届指図乳 己後
も掻水仕侯 ｣⑫とあるように,鴨方村が主導権を持 っている｡用水権は普請夫役由の割賦 と朋連 し
ているが,鴨方村では文政6年6月に,｢村方相談之上川床八 ソ将同月大道之夫やくヲ迫天草地懸
り手兼当難所俊 ｣っている｡文化年間に.口林村と鴨方村の両村立会によって大規模な御普粥が行













自普辞でなく車行の立会う宮前夫役は,立会っf:村々で等 しく創成 している(第 1表 )｡ しか し






















普 請 夫 役 立会村 と夫役El担
大 明 2年 大わた新地 本天 3128人 3夫 本庄村..- 1564人 1夫5厘
(1782) 触切 .石垣御啓砧 地頭上村-.1564人 1矢5厘
天 明 3年 大わた新旭 本夫 3926人 6夫 本庄相川 .1963人 3夫
(1783) 堤御督講 地面上村-.1963人 3夫
天 明 4年 大わた新地 本天3728人 8夫 本庄村..,1864人 4夫
(1784) 姪御哲請 地頭上村-,1864人 4夫
天明 5年秋 新地触御沓邪 水天4000人 本旺村 - -2000人
天明 6年帝 地頭上村..2000人
文 政 9年 三ケ相称立会御哲誘 盆前止 338匁 8分 9厘 益坂村-..-47匁 7分 3度
(1826) 1石 2斗 6舛 4合 4斗 1舛
地頭上村.-- 172匁 8分 5屡
4斗 5舛 8合
鴨方村..- 118匁 8分 1&'
3斗 9舛 6台
魂後辻 975匁 9分 6出壬 益坂村...179匁 4分 4値
2石 9斗3合 9斗 7舛 8合
地頭上村.-.614匁 2分
1石 1斗 1舛 9台
鴨方村- .182匁3分 2厘
8斗6合
計 1LT314日8分 5度 益坂村--.438匁 2分 8厘





年 ), ｢同地堤抑留姉御奉行梯付御入用制挽回録｣ (天明 3年 ),｢同｣ (天明 4年 ),｢本





新 川 苦 節 小 人 用 席 新 川 尊 前 夫 役 類
計 天草池宮前小人用 計 天草池昏荊夫役套成す属/尖紬す慮膏響霜 讐望厚jF*6的凌尖店1轟膏響密
凪 十 郎 2.E190度紺欝 目分圧 自分屡 人 分● ∧ 分 人 分A ワ 人 分 人 分
彦 七 0.26 0.26 10 4 1_4
g t 4.00 1.00 -
梅 之 介 3.00 1.00 19.4 1‥ 4 1.4
従右エ門 53.45 2.00 -
長 吉 3.50 i,00 ･ ; 2.4
利 八 2.00 2.00 2.0 1.0
定 平 2.00 1.00 3n_7 2.2
万 七 7.25 1.00 13_4 1_ 0 2.0
企_六郎右エ門 3_00 1.00 17_I45.5 9 0.35 2.00 29.5 1. 2.
長 兵 柵 1.00 1.00 1.0
伊 八 14.50 1.20 2.40 38.1 6. 0 2.0 1.0
千 治 郎 4,60 1.60 1n3.3 3_ 1 3_7
尽 吉 16.40 76▲0 0. 7
級 - 10.5 I.0
友 十 郎 0.30 3ー.5 1. 0
岩 平 2.30 54_I 1ー 2.
伝 書 16.10 q_2 I.0
卯芹エFq - LID 2.0
久末エFq - ●一 3_ 3
百 兵 衛 - 12_3 0_ 8
弥次兵衛 1.50 .q9_1 n R
用 七 - ● 2ー 2 1
柴 介 - ■● 1_ 8
A t - 45 1 L 8
鴨 鹿 1.00 22 3 2_ 0
照 五 鮎 4.50 12n_7 3_ 2
吉 成 3.50 6rlー4 3ー 8ノ介 - Tn 1 .Fi n
｣二郎 - 32 3 4.7
市着工門 1.20 3_4 1.0
沼 治 郎 - 53_6 1, 0 0.8
介子怨古 - 20.9 4,7
川 天 - 3R_4 3. 8
川 吉 - .q只 ∩ 0ー 7
+丘 - d7 3 3_ 0
音 r:lr 3.90 19ー 7 1.5
円 次 郎 - ln_4 4.2
姦 七 0.50 1n_9 2.0
七 1,00 21_7 I. 0
鹿 五 BB - 36_4 3. 3
五 七 I.00 27 只 3_ 3
--治 G 1.00 lfミLl 1.6
秀三郎 - 42_∩ 4. 3 1_氏
平 吉 0_50 1R n 3 R
番 平 2.00 .Fin ? ∩
忠 ∧ 1.50 31_9 5. 9 2.4
忠 三 郎 3.10 17_3 1ー 5 0_6
r ー
自分 厘824.74 自分16.46 4m6人4夫l69人7夫 53人 4夫 3人 2人2夫
ei) ｢新川破in/J､人用類帯板｣｢新川倣81夫役類等帳｣ (文政9年 12月 )(拓戸家文i77,岡tM t
総合文化センター所蔵 )より｡
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① 古島敏雄 『近世日本曲革の構造』東京大学出版会 270頁
② 玉置哲 ･旗手恥 ･今村奈良吉編 r水利の社会構造J国際連合大学 15頁
㊥ 木村礎 r近世の村j教育社 152頁
④ r浅口郡誌J 164-5貞
① 前掲④に同じ












(画 藤Lfl家文杏 (岡LJ県史偏芽室所蔵フィルム )























































































際可申乳 (中略 )但右犠銀口取締出侯共十一月廿日限 り之定,村役人取重岡山江相納候上,
落札之者へ相渡し可中軸｡
落札之者以後出銀壱ヶ年壱皆目宛,年銀中1.J熊村排出可申.右引当てノ質物十分ニロ入露文指








蓑3-5-3 講元圭方算用雷 (文政6年 )
年 度 貫 匁 年 度 丹 匁
1 15,000 9 17,520.31
1,500 利 1,751.23 辰利
p( 16,500 〆 19.263.54
-1,070 申年誹元出叙 -1,630 辰出銀
2 15.430 10 17.63354
1.543 酉利 1.763.35 己利
〆 16.973 〆 19,396.89
-1,140 酉利出銀 -1,700 己年出銀
3 15月33 ll 17.696.89
1,583,3 成利 1.769.7 午利
〆 17,416.3 p( 19,466.59
-1,210 成年出銀 -1.770 午年出銀
4 16,206.3 12 17,696.59
1,620.63 亥利 1.769,66 未利
〆 17.826.93 〆 19,466.25
l -1.280 亥年出銀 -1,840 末年出銀
5 16,546.93 13 17.626.25
1,654.69 子利 1,762,63 申利
〆 18,201.62 〆 19.388.88
-1,350 子地銀 -1,910 申年出銀
6 16,851.62 14 17ー478.88
1,685.16 丑利 1.747.89 酉利
〆 18.536.68 〆 19,226.77
-1,420 丑出銀 -1.980 酉年出銀
7 17,116.78 15 17.246.77
1.711.68 国利 1,724.68 成利
〆 18,828.46 〆 18,971.45
-1,490 筒出銀 -1,050 成年出銀16921.45■.-～､ ′ 一ヽ" .～8 17,338.46
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この年の御仙台湖帳を蓑 3-5-4に.排出し斑を表 3-515にまとめてみた｡表 3-5-4
の円稗 もよく坪解できないが,塔札とあるので板取法であったのであろうoまた,溝口の出身地を
見ると,同一村民に限 らず,近餅の村々か ら講が構成 されているので,近世初朋の相互扶助的な煩
母子誠か らは変質をしていると言えよう｡
また豪3-5-5でも名主忠戯の名か見 られるし,文政 6年のEr]形帳でも占見新田名j=.小坂西
村五人組曲 .鴨方村名モ ･奈良屋 .本庄村名主 ･小坂東村名主 ･蟻坂村名壬 ･小坂西村名手 ･ロ林
村名王 らの名が迎ね られているところをみると,この誹がかなり広肺朗において,村の上脚部や滞
内の袋商 らの指尋の もとに迦肖されてお り,.淋 こよる利潤鞄相に も力が入れ られていf=と思われる｡




内年 1番Fl 2分 5度落札 銀 2ff100日 国枝間三郎
成年 2 7分 5LEB'落札 6貴700El 国枝聞三郎










子年 4番口 半口落札 58332日9 (鴨方 )吾平
I (鴨方 )伊之丞
成年 2番∩ 7分 5度落札 (鴨方 )源○○
(鴨方 )忠減
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子年 4帯口 2分 5厘落札 2rr498日9 (鴨方 )○平
'h'年 3番rj 半口落札 5歩ヅツ f(m方 )冨MO郎
5歩ヅツ i('芸,;去完 芸術門
(I/-1村 )EE肋
亥年 3番口 半l｣落札 4日749日9 (地頭下村 )能四郎
5歩ヅツ t('≡芸三号完治
亥年 3番L‥ 半口､ド蔵削 LT 4lfl948D51 5').ヅ黒 冨≡ ;≡:芸.51 ('…芸 芸三郎
子年 4番口 2分 5厘落札 2分 5厘ヅツ (溢坂 )大兵禰
(上村 )巾兵衛
(本庄 )作右衛門
(鴨方 )○○2分 5座 ヅツ 惣助三兵衛
(鴨方 )西○硬
i (鴨方 )又四郎
摺年 1番口 2分 5座 2打149日33 5歩 (深田 )弥之助
2歩5&'jツ i('器芸 ;芸警
5歩ヅツ 国枝問三郎
子咋 ○箭口 5分 1山王落札 5円309I∃32 (鴨方村 )&蔵
秦-3-5-5 払出し覚 (万延元年 )
成 11月17 100匁 ql妄i元爆拝借 酉利銀
454 ･71L>口分所年分 懸鈍
ll. 17. 55449 右成-辞侯
16639 三割利








千 240.39 子半口(虫 くい )


















































年 (1825年 )のr簡甜 附表』(4)である. この末2によると,文政八年輔 戸顔大冊 湖 して





的 ･前貨的商業盾鋤であったと思われ ,J' ｡
また,高戸家の村港支配がわかる史料がもう一つあるので,それを権利しよう｡表 3-5-7は




りとはわか らないが.それにしても, この文政九年の｢末進取立帖 ｣(二冊 )に掛 せられている百
姓数と取 り立て銀の椎は,かなりの人数 ･多相に及んでいる｡ よって,おそらく年苗が完納できな
い百姓たちの末進分を庄屋有戸栄太郎が立て替えて,一応は嶋方村分の年iTIJを完納 L,,あとで百姓








た｡ 『村之内に苗pEは る者ありて.村々助けとな り衰微とも成る』 (小林那 uF'地方神申録J F近
世地方陸前史料J第六巻 )といわれるのはそのことを忘味しており,菊席領王 もfJ物をかし和利を
恩はす百姓え為 (助 )に成候者』にたいしてF褒美Jをか こえている｡ (廷宝五年頗壁滞令 r宗国
史 J])村諦制村落は階榊的に椛成され,年頁立軒を起点とする共同体内年季培借 (二質地 )関係が






附 となっておこなわれ たのであった｡だが,それ らの脚 付には利子や利雄がかなりの高率でかけ ら
れ,高利賃的活動となる場合が多かったので.小段民を貧窮化 小作人化 没落 させ ることとなった｡
一般に. 18世紀以降の商品J生産.摘品流通の発展を背旗 として,宝暦朝頃か ら質地地主-小作幽
係が巌関 して くるが, 19世舵に入ってもその傾向は止まることな く進行 してい く.応戸家文辞の
中に も.文政年間の照地丑文や金子借用讃文がた くさん含まれているo このことか ら,鴨方村で も
小出民たちが田畑 ･家屋敷を担保に上JEl畏民や商人たちか ら借金 をしてい たことがわか り.質地地
主一小作関係が進行 していたのではないかと思われる｡
以上のことか ら,E71万村の庄鮮軌 ヨ射太郎は貧窮 している小出民.小作人たちに対 して,暫麦の
貸附や年貞末進分の立て替えな どの r助成Jの活動をおこなっていた那,Ji而それは彼 らか ら利 子
利銀を取 るという営利 目的 を もった高利貨的情動であったとい うことができるだろうO
蓑3-5-6 文政八年育麦貸附表
名 前 月 貸 衷 賃 麦 〆 高 利 子 全 〆 高 銀 許 備 考
(i.i ) (弄,着 ) (舟巷)(弄 ,巻 ) (a,厘)
孫 三 郎二 十久 五艮 介rh 之 1213 0.1,058_72 ド 0.03158, 76 0.3316598876 9.35330
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名 前- 月 貸 麦 貸 麦 〆 高 利 子 全 〆 高 銀 苗 備 考
(頁,書 ) (弄,葺 ) (弄.暮)(頁,暮 ) (2,Ig)
小 平草 七左 兵 術弥 太 郎松 之 介政 治兵万 六門又才 次伊 入 1213 0.08,16429i_5137 ド) 0.18巨ト 257 0.0241865,0935177 0_264.1986255300 93517847 20ll7.54 516820 6月8日内 2斗升入〆 4110 6突,至拍
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名 前 局 貸 費 貸 麦 〆 高 利 子 全 〆 高 銀 商 僻 考
(頁,着 ) (弄,暮 ) (頁.暮 ) (弄,蓋 ) (2,鯉 )
三 郎右 衛 門磯右衛灘 松熊 蔵民利六 平 1213 0.4_2125,083 ドト 60.3 0.12086327, 6 1.320886652772 63 4413.038,536 内4斗入〆2 6升先達而残8厘か し付
名 前 局 貸 麦 貸 麦 〆 高 利 子 全 〆 缶 銀 高 備 Ivj-
(秦,茎 ､ (昇差)十 十 (弄 , 蕃 ) (舟 屋)
小 市 12 0.4 0.4 0_04.6152 0_44.661 5(0.ll),32 8.2566 6月9日内 4斗人文 升入
1213 0.415078 0.4巨 25)才 1ト 6 0.042516 0.442751662 2,013.75828ll
1 0.05 0.05 0.005 0.055 2.75
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名 前 円 Ef 麦 貸 変 〆 高 利 子 全 〆 同 銀 凧 備 考
(舟 慕 ) (弄,暮 ) (寿,着)(弄,着 ) (努,虜 )
久 太 郎九el似 成源 介笠 松 13 0.4,21ー ト 6) 0.21 0.0624 0.662244 0.5220 35旦5択〆 3升不足(?)6月8日内 4 入
小 溝 介 3 0.1 0.01 0.ll
り 長十 4
五 三 郎 3 0.15 0.15 0.015 0.165 8.2520
満 房 吉 3 0.2 0.2 0.02 0.22
也技兵衛 3 0.2 0,2 0,02 0.22
勘 五 O一d 4 4 44
合 計 19.89 19.89 2.007 21.897 545.35
印 1) 表 3-5-6は,石戸家文LEF. ｢胃炎f2附帳｣ より作成したも0)である｡
表315-7 叫方村農民の未進取立表
名 前 銀 商 (匁 , 分 虚 ) 名 前 銀 高 (匁 ,分 厘 )
又 之 介 25.29 林 兵 衛 140.4
沓 八 忠 作 26.3
吉 右 衛 門 9.74 頁 了. 七 45.6
姫 井 魁 七 14.7
掛 兵 衛 80.6 伴 介 } 1.6吉 成 74 万 六
文 六 51,6 才 治 郎 89.5
拙 平 内 伊 八 73.94 帝 心 0.16
名 F罰I 観 LT(匁 , 分 厘 ) 名 前 銀 箱 (匁 ,分 厘 )
松 治 郎 573.4 卓 兵 術 26.2
忠 介 166.2 前 方 循 門 192.2
岩 治 郎 圧 兵 衛 7.46
幸 吉 57.6 他 之 丞 37.3
門 介 0.3 防 之 介
吉 三 郎 72.1 次 右 術 門 71.1
松 2 7J! 庄 蔵 6.6
重 吉 37.22 率 蔵 37.5
忠 六 長 八 105
忠 告 点 介 内 藤 介 20.0
幸 介 要 介 50.2
用 蔵 40Ll 粂 次 郎 178.4
千 石 花 門 55.4 侍 治 郎 112.6
万 四 郎 148,1 良 疎 100.1
年 若 跡 16.8 喜 三 郎 22.8
友 兵 衛 76.3 与 平 次
弥 富 51.2 久 之 介 0.2
彦 三 郎 550.4 千 代 之 介 0.5
吉 五 郎 145.0 三 十 郎 7.3
仁 十 郎 跡 35.4 三 五 郎 0.9
為 蔵 39.9 長 兵 術 1.0
林 治 郎 0.22 艮 介 105.3
三 十 郎 13.0 長 八 10.6
久 十 郎 2.6 長 十 41,4
彦 太 郎 2015.0 弥 右 禰 門 31.0
平 兵 衛 115.79 次 郎 兵 衛 198.84
又 太 郎 24.6 百杢右葎門 24,53
儀 兵 衛 31.9 川手小楯分岩 介 254.76
介 23.8 清 蔵 26.2
安 吾 715.2 武 八 629,49
久 兵 衛 398.4 胡 八 250.0
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名 前 銀 hl(匁 . 分 厘 ) 名 前 銀 石 (匁 . 分 厘 )
孝 之 介 24.8 啓 介 10.74
伸 兵 衛 818.9 博 之 介 120,42
安 之 介 忠 介 416.0
ミなとや 次 兵 衛 民 五 郎 150.2
中 山 音 吉 74.95 小 101.2
忠 五 郎 28.23 金 成 181.0
勘 介 内 伝 之 介 340.2 皆 介 187.2
也 之 介 5.0 漸 介 18.2
忠 八 60,1 嬉 九 郎 43.2
弥 太 郎 1710.0 忠 三 郎 8.4
西 山 当 資 447.3 節 介 181.2
〃 孝 物 235.0 万 兵 柵 0.2
要成作魁人荒 神 地 ll.7 弟 介 945.5
文 八 41.4 架 蔵 724.2
小 市 32.4 佐 平 175.6
才 治 郎 169.0 千 蔵 194,9
武 治 郎 94.6 検 四 郎 25.2
安 大 夫 47,6 利 八 59_2
徳 政 74.2 安 治 郎 7.7
茂 吉 49.5 久 右 衛 門 13.3
市 郎 衛 55.6 卯 右 衛 門 ll.3
民 蔵 伴 介 18.5
市 作 76,4 幸 太 郎 306.0
衝 春 131.2 半 三 郎 78.6
正 吉 35.5 節介,利八 63.6
川 六 32.9 杢 次 郎 18.4
卯 兵 循 221.5 万 治 郎 51._0
甚 之 介 8.2 伝 蔵 44.2
茂 平 906.1 半 介 58.5
正 伝 等 71.0 佐 吉 12.0
伴 蔵 472.3 六 郎 兵 衛 25.3
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名 前 餌 高 (匁 , 分 hrlI) 字I 前 銀 南 (匁 , 分 極 )
市 之 介 1602.6 原 介 74,22
原 六 52.4 円 治 郎 ll.62
伴 戚 445.1 半 平 43.1
市 右 衛 門 6.4 八 疎 593.34
柿 右 衛 門 50.6 平 と 介 8,4
四 本表は,宿戸家文か｢末進取立帖｣より作成したものであるo
④ 有戸家の札元 (札座 )緑営について
苗戸家文謝 こは,前戸家の札元経営に的する史料が数多く残-,ている.本節では,それらの史料
をもとに宿戸家の札元経営の莱掛 こついて湾察してい くことにする｡









での例k= ･三と｡あげてみようo たとえば.(8)明和棚 以耶 府 (台数代官所 )から綿や米,泉
楓 軌 酢嵐 魚,千地など種々の商品を取 り扱う閉脚 中間としての特権を与えられていた倉政村












入 545匁 5分 8り
成春b丑盛追詰井用差引残 り借用
ィ止Jトト六日 300日 払札相渡ス
廿一日 入 229匁 1分 銭札借用
一二月十四日 130日 銘柄渡 し
歩弥吉 (?)
四月十二日 入銀 192匁 2分 鋭□借用
入 5匁 7分 6厘 此歩
六月□ 小玉23匁 相渡 し
6分 9り 右/ji
同六日 入銀96匁 5分 銀□借用
入 2匁 9分 此歩
同八日 入 11匁 1分 8り銭借用
六月十六日 入 50目 礼肌用
同 十七日 100日 札細波ス
同二十四日 60日 銭相波 し
七月丘口 50日 位相波 し
十二 日 100日 払相渡 し
同 60匁 tLl相絞 し





ト.] 十六日 50日 銭相渡ス
九日二十四日銭 87匁8分 長堤相渡し
同 2匁 6分 3り 右歩
十月四日 入 20目 礼借用

























入 50匁 6分8り 右口折草子代〆前
人88匁2分 米四俵借用 63匁かへ
入 71匁 6分 4り











































































































金(質.朱) 鶴(質,盗 ) 礼(岩,畠 ) 用 途









413.0 -}5: 介 /,
339.66 染五郎日歩借排上〆高








金(漂,朱 ) 級(君,塞 ) 礼(芳J蓋 ) 用 途

















20,400.0 小十郎 .演左衛門抑貸付 ちん
靭 本炎は,高戸家文flF｢天保二年札元奈良座乗太郎御勘定帖 ｣より作成 したものである｡
蓑3-5-9 札元奈良屋東太郎天保三年七月分御勘定指引責
金守 十 銀(芳J歪 ) 礼(質,歪 ) 用 途




2,500.0 当村与平治/3 〟 /i
500.0 深田村安兵術 ,I
- 1 4 2 -
:lJL(塞,栄 ) 級(賢, 盃 ) 礼(男I.蓋 ) 用 途
35.1260 3 286.65 79,606.328 6 786 7 2834 64 100 八玉村忠次{)ロ 歩 利 銀 排 上 〆
532.35 酉○武野拾占 /
481.05 境地半十郎ru /
524.16 来港 苛三郎/i /
3.000.0 西0多寄日歩拝し内-排上















800.553,966,000.035135 722 6 35217 6 差 引御旗附較面店
42.565.35 歩質称珪附〆高
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金(霊,栄 ) 銀(君,窪 ) 礼(盟,謡 ) 川 途
13.02 61.623.22 20.400.0 奈良屋源太郎へE]歩二而御tで附
25.096.0 〟 総八へ 〃













20 (i .. 与吉Of賢○〆現nj
四 本表は,商戸家文BL｢天保三年札元奈良崖栄太郎御軌定帖 ｣より作成したものである｡
表3-5-10 文政九年年賦銀取立表
名 前 JiF.艦銀 (匁,分相 ) 名 前 年 賦銀 (匁 ,分厘 )
又 之 助 12,6 小 市 23_29
喜 八 40.0 安 大 夫 10.0
吉 右 衛 門 40.0 民 蔵 12.0
藤 瓶 36,0 民 五 郎 40,0
tri 13,5 長 九 郎 33.0
忠 吉 33.0 伊 介 30.0
又 七 6,0 久 右 衛 門 18.0
勘 三 郎 9.46 万 匹q 郎 8.0
磯 吉 17.0 半 介 ll.0
義 之 介 35.0 宮 七 6.0
81 (]Tl 年 賦銀 (匁 .分嘘 ) 名 前 年 賦銀 (匁 ,分相 )
林 兵 衛 30.0 為 蔵 14.43
円 七 15.0 仁 三 郎 32.0
仲 之 丞 9.2 歯 介 20.0
為 吉 31.6 堤 兵 衛 139.15
宙 左 南 門 20.0 久 六 57.83
卯 之 助 44.59 伊 八 323.56
茂 市 51.2 r^巨 兵 衛 跡 , 5.85
三 之 丞 34.0 兵 治 郎 9.62
千 治 郎 33.0 合 計 1,274.88
蜘 本｡勘ま.高戸家文政 ｢年賦銀取iI_帳 ｣より作成 したものである｡
文化十三年の段階では,札元奈良屋の経営規模はいまだ小さく,銀や銭の用途や取 り引き相手 も
不njlである｡ しかし,文政二年か ら領羊権力のせ瀧 を相当強 く受(-)なが らも,矧 L7j緯常者である鵬
屋'i'I吉と共同で大 きく経営 を拡大 していったようである｡札座 としての活動内容には,壬 に銀札の
発行,愈 ･銀 ･銀札 ･鉄を改めて引 き換える両替的活動,それか ら高利任活動であっT=と思われる｡
金 ･盟 ･銀札 ･鉄の引 き換えには改め料がとられた.ようである.また.札元奈良屋は取引相手から
金銀を借m しているが,反対に貸附菜 もさかんにおこ/i-っており,その利子や寛引 き分 を利益にし
ていたと推察 される｡痛利貸実は禰人相手だけにととまらず,鴨方村や近辺の村々の百姓たらにも
銀の即 付がおこなわれていた ことに も注 目したいO一般に 18世紀以降の血相における商品生産
の発出による摘品流通の展開の成果IこぶEILT=範王怖力が韮本年i5'以外の種 々の請小物成を戯fEL
たため,貸幣納が増 えたことや,金肥が多く紋別されるようになったことなどの現由により,LEi民
の持幣'rA機 はかなり蛸大していた｡だが,貧 しい小出たらの瓜実経営は不安定であ り,滞時ほ解を
稼 ぎ出せるわけではなかったので,彼 らは純利坪に僻鋭することを余儀な くきれたのである｡ 鴨方
村でも,衣3-5-10の㈹文政九年 (1826年 )F年賦銀取立袈Jに示 されているように.多 く
の百姓たらが札元奈良kl_東太郎に桁銀をしている｡奈良堤の右.lJ利貸清さ削ま鴨方村内部に深 く浸透し
ているといえるだ;ノ､う｡
以上 〔2〕～ 〔4〕にかけて述へて きたことか ら.近此後期における石戸家の経営は地主としては
小規模であ り,商菜活動の方に重点がおかれていたのではないかと思われる.庄屋 とい う村役人の
地位を利用 して,小出民に安を貸 しつけたり,未進分の立て替えをおこなって村溶出民を支配する







(4) 商戸家文啓 ｢帝蒙貸附帳 ｣より作成した｡





















第 4章 人 口 と 集 落
1 人 ロ
(1) 人 口推 移
図4-1-1に鴨方町 の大止 9年か ら現在までの人口を示した. これによれば,鴨方町の人口増
減は4期に分け られることがわかる｡大正9年から昭和15年までの停滞軌 昭和15年から昭和22年
にかけての急増軌 昭和22年から昭和45年までの減少期,そして,昭和45年以降の再急増期 である.

























し,地理的に岡山 ･点数 と福山 ･笠岡のLM (こ位関すること,国鉄山陽本線,国道2号線など交通の
便がよい こと,人口の ドー ナツ化現象が進行しつつあること,などか ら人口増加U_)材料はそろって
いたといえよう｡
このように,2つの側血から人口増加はおこっTこのであ -こ｡






山 ･自敷 ,笠岡の三市と同じ坑口郡内で,しかも隣接 している金光 ･布島 .里庄の三町 である｡
人口移動にも,雌離変数と横距変数 (仮に人口規模として もよい )が関係しているようである｡
つまり,距離が近く,機能の糾 ､(人口の多い )都市との移軌 ま多く.逆に,距離が遠 く,機能の
低い(人口の少ない )地域との移動は少ないということである｡
(3) 人 口構 成
図4-1-2-8に他方町の人口ピラミッドを示す｡
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表4-1-2 転出入先 (県内 )
昭和 58年
転 出 入 先 ヘ 転 出 か ら転 入
開 山 市 67 78
缶 敢 市 123 206
津 山 市 5 10
玉 野 市 2 4
笠 岡 市 53 100
井 原 市 ll 2
捻 社 市 4 13
摘 果 市 2 2
新 見 市 1 4
御 雑 町 1 0
加 茂川川 町 0 1
鵬 戸 町 2 3
LJI 嚇 町 0 2
赤 坂 町 1 0
日 生 町 1 0
和 気 町 1 0
邑 久 町 2 1
灘 崎 町 1 0
早 島 町. 6 1
山 手 村 0 1
倍 音 村 1 0
舶 撒 町 3 1
金 光 町 24 19
寄 島 町 17 32
里 庄 町 24 18
矢 掛 町 1 5
美 崖 町 0 1
ガ 井 町 0 1
i.'l 備 BFI 5 1
有 # BJT 1 0
成 羽 町 2 0
川 上 灯 0 2
備 中 町 0 1
神 郷 町 0 1
哲 西 町 0 1
落 合 町 1 0
飴 野 町 0 1
奈 義 町 0 2
美 作 町 0 1
計 362 515
表4-1-3 転出入先 (県外 )
昭和 58年
転 出 入 先 - 転 出 か ら転 入
北 海 道 0 1
7ー 森 県 0 1
岩 手 県 0 2
宮 城 県 1 2
山 形 県 0 1
埼 玉 県 10 5
寮 京 都 31 14
神 祭 JlI県 12 8
千 兵 県 4 7
新 潟 県 0 1
石 川 県 4 3
福 井 ,uJi 1 0
山 梨 県 1 0
長 野 県 1 1
岐 阜 県 1 1
静 岡 県 2 4
愛 知 県 16 3
滋 fj: 県 1 3
三 重 県 1 2
京 都 府 12 5
奈 良 県 4 1
大 阪 府 40 21
和 歌 山 県 0 1
兵 28 17
鳥 取 県 7 3
島 根 県 3 8
広 島 県 73 78
山 口 県 7 16
香 川 県 9 16
愛 嬢 県 4 14
徳 島 凧 2 3
砧 知 県 0 2
福 岡 県 14 ll
大 分 敗 0 2
宮 崎 料 0 1
佐 fE ,Q 1 0
長 崎 県 1 7
熊 本 県 1 0
鹿 児 島 叔 2 0
沖 枇 県 0 10
計 294 275
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図4-1-2 男女別年齢別人口構成 (昭和25年 )
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図4-1-3 男女別年齢別人口構成 (昭和30年 )
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図4-1-4 男女別年齢人口構成 (昭和35年 )
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図4-1-5 男女別年齢別人口構成 (昭和40年 )
500 500
図4-1-6 男女別年齢別人口構成 (昭和45年 )
図411-7 男女別年fa別人口構成 (昭和50年 )
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図4-1-8 男女別年齢別人口構成 (昭和55年 )
J J5｣49 l
F 40 L1.1 l
l 35 SD I
l 3U J1
25-29 l
l 'zu 加 l
T TS IL7 f
l lO li l
l r'T-0 1
l o卜J l
図4-119 男女別年齢別人口構成 (岡山県昭和55年 )
① 昭 和 25年
これだけをみれば,人口増加型の構成である｡しか し,現実的 には,人口は減少 しているのであ
る｡結局 , この人口相成は戦争による疎組の解せ であり,一時的 な ものであ っTこといわざるを得 な
いo又,戟争の彫智 で25歳以上の男性の人口は女性に比へて少 ないと考 えられるが,40歳以上では
顕著な差はみ られないOへビーブームの彫郷で0-4歳の人口が多 くなるはずであるが, それが顕
著に現れていないo これ も,疎開による,一時的人口密集の彫額 と考え られる.
② 昭 和 30年
昭和25年と変わ ったところは 2点 しかない｡ 1つは,0-4歳の人口が極端に減少 した点である｡
こ こか ら,ベビーブームの終結がは っきr)と読み取れる｡ もう1つは,全休の人口規模が小 さくな
った点であ る. も♭ろん,昭和30年 は昭･fLCZ5年の5年後であるか ら,年齢の ケレ-ドは 1ランク上
- 1 5 2 -
が っているわけである｡具体的にいえば,昭和25年に,0-4歳であった人々は,昭和30年には5






















傾向が持続 している｡ しかも,人口構成は県全体のそれと酷似 しており,一般的人口梢成に近づい











田 地 毛 造成完了年 戸数 (現在の入居数 ) 造 成 面 桜 (m2)
泉 団 地 昭和 45 50(47) 13.650
駅 前 団 地 昭和46 309(289) 139.981
緑 ヶ 丘 団 地 昭和 49 542(512) 230.016
池 ノ 平 甜 地 ula和 49 131(92) 46.284
学 園 団 地 昭和 50 57(48) 18.558
み ど り 田 地 旧和 51 30( 14) 10.788
松 井 E] 地 昭和 51 64(35) 27.677
駅 前 南 EZl 地 昭和 51 10( 7) 4.360





















は,団地が東西に分かれ,乗が 534人 (世帯故 148),西が489人 (世帯数 137)となっている｡
10年間で,人口が1.6倍に もな っているのだ｡
私産は,調査対象地を駅前東臨地に決め,この団地の性格.'r_ついて,調査をおこなった｡調査方
法は, アンケート調賓を実施 しT=｡節約窮EZl地の扱戸数は 148.そのうち,配布枚数 136枚,回
収枚数は 117枚.従 って,回収率は860/Oであるo
(2) 人 口構 成
駅前束甜地の人口は,昭和59年 7月1日現在,男254人,女 280人,合計 534人である｡図4
-2-1は,年齢別男女別人口構成である｡
50 40 30 20 10 0 0 10 20 30 40 50 人
図4-2-1 年翁別男女別人口秩成
この師 こよると,人口構成ははば都市型をホ していることがわかる｡男女共に 40代が蝦 も多く
生産年齢人口が豊富であるCそして, これ らの人々の子 どもが,次に多い 10代を占めていると考




この団地へは,政初の3年 (鴨和 46-48年 )で全体o)約 600/Oが入kt.しているoその後は多
い年で 12世軌 少ない年で0,平均 4世帯 (1年間 )の入居によ')成立しているo(表 412-2)
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蓑 4-2-2 入居時期
入 居 数 耶046 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59
(3) 通勤 ･通学発
表 4-2-3は,駅前東団地の居住所の遜勤通学先を姓計 し, まとめた ものである｡
裏4-2-3 通勤 ･通学先
itLE h通 学 先 鴨 方 倉 敷 福 山 笠 岡 岡 Ll 金 光 井 臓 里 庄 寄 島
人 数 輿 女 盟 衣 輿 女 男 女 男 女 93 女 タヨ 衣 男 女 男 衣
22 42 38 14 34 3 9 17 10 8 2 4 3 0 0 3 0 1
この盤 をみ ると,圧 倒 的 に叱 方,fT教 が多 く,次いで福山,笠岡,岡山の順 となっているO こ
こで,鴨 方, 笠 岡 は女性 が 児性の約2倍 を占め,倉敷,福山は,逆Iこ男性が大孝敬を占めてい る
とい う点に注目してほしい｡ まず,鴨方,笠 f咽であろが, これは, 小学校 , 中学 校 , 高等学校へ
の油学者 と, パー トで勤新 しているエ如屑が含まれているo従 ってこの ような数字Iこなってい ろも
の と考え られるO また,負数,福山では,男性a)工場勤務者が大多数を占めている｡余敷では,水




を災計 し, 円クラフにまとめた ものであ る｡
これを見 ると,県内では倉敷が. 県外では広
島がともに 29世帯で愚 も多 くなっているO次
いで同 じ鴨jj'札内か らで, 20世帯, それか ら,
笠岡市,壁旺町,岡山市の唄 となってい る｡ こ







図4-2-2 前 任 地
境 も良い, ということで,全体の 330/Oを占めていたO次いで, 自分の持 ら家がはしいためで,25
%を占めていた｡ この 2つが,二大理由で,あとは,価格が安かったため, (110/o),郷里へ帰






アンケート調査によると,団地内で, ピクニ ックの様にみんなで出かけることがあるかとい う設
問に, 610/Oが,あるとい う答えであった｡その仲間は,町内会,輸入会,子供会が圧倒的に多数
を占めていた｡やはり,苦い年齢層が多いので, それぞれの仲尚で頻繁につ き合いがおこなわれて
いるようである｡ しかし,反面.みんなで出かけることはない, と答えた もの も39%あった｡ こ
れは, この駅前乗団地0)性格というよりも,EF地の一般的な性格で,つき合いにしば ら11ない｡し
たくなければ,全くつ き合 う必要がない, とい う一面を顕著にあらわしているように思 う｡
また,団地内でのつ き合いは. どうい う鳩随の人選 とb'こなっているかについては, まず近所の
人が圧倒的で, 340/Oを占9)ていた.次いで,了 どもの友人の家が 200/0, それか ら,隙場の同僚,
気の合 う人,趣味が同 じ人が, はば 100/oずつを占めていた｡近所づき合いは どこに住んでいても
あるが,子 どもの友人を泡 して, また.職場の向肘を通 しての家族 ぐるみのつき合いは,1用All.il地
ならではの特色だと思わTLる｡しかし,やは りここで も,つ き合いがない, と答えた家が 9世帯 も
あった｡
そして,職場の同僚とのつき合いの中には敦寿‖司様に往 き来 している, とい う家 も,全体の 10
0/Oを占めてお り, これは,暇緑が強いというこの団地の特色になっていると考えられる｡
つづいて,団地の恭 らしについて,良い点敵い点を聞いてみた｡ これによると,住みやすいと,FLli
う点では,やはり,同年代,同レベルの生悟の人々が多いので,協力でき,気持 ちも通 じ合 う, と
いうものが段 も多かった｡また,田舎はど干渉されす,古いしきたりもないとい う点 もあった.そ
して,環境面では,小首いところIこあり, 日当たりがよいC また,宅地 も広 く,静かf場所にある,
ということもあった｡
住みに くい点は,ほとん どの家が記入 していたが,象かiLfいので干渉される,とい うこと,また,
親和がとれず, 自己中心的になりやすい, とい うことであった｡ また,同等のレベルの人々である
ため,見栄を張っTこり,宗争心を起 こしやすい, とい うもの もあったo
(6) 臥加東団地の性格
駅前粛団地は,大多数が,両親 と子 どもとい う核家族か ら,成 っている｡また,ulJ任地 も北海迫
から九州まで,広 く全国に及んでお り, さまざまfJ地方の人の集合休となっている｡従 って, この
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(日 は じ め に
一口に日原地区というが,正確には,や浅tj郎鴨方町大字小坂乗手 日原 クとい うことになる.普
た,今回の研死には,弊熟の軒l格上向-･であると判断できる阿知谷を も, 日原地区に含0)ることに
するO阿知谷を日原地LHt含める主たるFt∃由は以下のとお りであるO
調査地域は阿部山の中吸にUtlかれた媒鞄であ り,他の雛落 とは完全に分離 している｡ しか し, そ
の娘熟は,ひとつの典弘ではなくて, 日取と阿知谷 とから形成 されていたのである.また,集落は
連統してお り,いわば.都立社会における同一地点立地熊港 といえる.従 って, この 2地境を別々に




現在, 日原地区には2つの代表的な姓が存在 している｡拭溝と横山がそれである｡それぞれ 14
位乾 12世相の立地をみてお り,合計すると26世相となる｡ 日原地区の総世帯数が 37である
ことを考え合わせ ると, この数字は特認できる｡また, この地区での第3勢力とも言うべ き,虫明姓
を含めると30世鮮となり, その大半を占めることになる｡ この3つの姓について,それぞれの本
家 .分家関係を解明したかったが,そこまでには至 らなかった｡ しかし,横溝株では,横溝浅- さ
ん宅が,や もとや 'と呼ばれ, また,横構株すべての去守 りな どもしている点か ら,本家であると
雷 われていることがわかった｡横山株では,化し｣_卜保さん宅が古 く,本家であろうと言われている｡
虫明株では,虫明立衛さん宅の屋敷のつ くりが_QI粁 (.あることか ら,本曇であろうと言われている









現在でこそ,たばこの主産地 となっている同地区ではあるが, そのj=1産は,昭和 12- 13年 ご
ろか ら始まり,本格化したのは, 30年代後半か らである｡それ以前は,養蚕が盛んだったようで
ある｡しか し,時代 とともにその%･姿が低 くな り,より偏利TJたばこが恥入されはじめると様柏は
一変した｡つまり,たばこのニコチンでかいこが死ぬため,両立が不可能とTcI-り,虐政胞家は皆無
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とlfっf:のである｡養鼓の袋辿後 も, ハ y カや排TJどな叔培 してみたようであるO しかし,ハッカ
は水の不足で栽培不能とわか (),桃栽培 も,個和 30年頃は盛んたったらしいが,炭素病が流行 し,
それをきっかけに, 全良家がたばこ栽地一本に絞 ったらしい｡
戯糞以外では,現在,4tLl静とい う少数ではあるが, ソーメンの魁港が行われている｡ しかし,
その他の産業としては,見るべきものは何 もない｡
変わったところでは, この地区の人々は,御前 ･軌按にわたって,行商を行 っているOその髄節
は,東は岐阜か ら,西は九州にまで及んだらしい｡扱 ったものは.天秤棒 ･ソー メ ン ･変かん白田 ･
しゅろほうきlJどであった｡その当時,天秤棒のtE産は, 日原地区の雷Jg-な産箕のひとつであった




るが,般麻時 (軸中･恥後肋 )には, 54世


















氏 名 転出先 転JI3時脱 転 出 理 由
舷構A 土井谷 昭56年
/ i-3 30咋代
〃C 土井谷 49年 ○
/ r) 30年代 老齢のため
〃 E b EE 30年代
/ F 玉 島 30年代 ○
〃 G 玉 島 20年代
/y日銀 京 30年代
横山Ⅰ 倍 音 45年頃 0
〟 J 金 光 50年 C)
/ K 昏 軌 52年
/ L 土井谷 55年 息子をたよって
虫明M 玉 島 55年 ○
〃 N 土井谷 56年 土砂崩れ
〃 0 北海道 48年頃









過疎化が進む理由は多 く考えられるC しかし,そのいづれも'不便 Oという冨典に姿約できる｡
従って,比較的近麟地域への移動が多いO便利さ,快適さを求めているのであるQその最たるもの
は,通学であろう.C,'職 約 250mであるOパスが走っているわけではないOそれをふ もとの十井





(板倉 宏 ･坪井聡江 )
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第 5章 交








































･佐波水 仙 現在 も佐渡屋旅館として受け継がれている｡徽永nJ:]敏氏宅｡
･とぎ屋 ･- 木質宿として営まれていたO現在その跡は南井美容院になっている｡
･鹿 屋 .･-とぎ屋の隣｡現在,小林典雅店の倉蹄のある位配である｡
(エ) 仮 本 陣
｢鴨方に出来すぎたる 大大根,紫罪 落すが 阿部の先生 Jという故車がある｡鴨川にかかる
土橋の東話の南側に南府屋の屋号をもつ古い家があるO こ この玄関先で,#末(1864年 )寄島の
侠客 ･出来島庄道を鴨方漕武術指南役 ･阿部右軒次が手討ちにしたという-rftl午のあっTこところであ
る｡現在は東側の母屋がなくなり,鹿と玄出を残すのみとなっているO




















一 席 次 鴨方村



























2.道 路 交 通
(l) 鴨方町の主要道
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蓑5-2-1 叫方町の主要交通路
＼ 路 線 名 町内キロ樫
a①② 国鉄 山陽新幹線附本線道 2号繰 2.95 帖艮 10m,舗装率 1000/o
③ 山隣自動中道 7.13 昭和 63年朗過予定
㊨ 拍道 鴨 方-矢 掛 緑 14,8 f備南- 広域- 道
㊨ / 地 頭 上-矢 掛 線 12.8⑥/関 戸-金 光 線 ll.6
㊨ 〃 鴨方停車場似 0.4
㊦ / 東 安 食-鴨 方 線 5.2
@ 〃 地 頭 上-笠 岡 線 12,8
/y小 坂 西 '青 島 線 7.1
㊨ /六 条 院 乗-里 庄 繰 5.5


























山陽自励草道は,全体を6区r馴こ分割し,その筋 1区として昭和 57年7月に着=した｡ 58年
末の段階では橋梁下部のピアが完成したところで.昭和 63年春の開通を予定している｡
写5-2-1 鴨方 IC建設地










しかし,昭和 10年代は大朝前の困難な時であり,かノリン統制 (昭和 13年 )が直操的な輿横
となって富岡一 鴨方一 金光線は耶和 13年から運休となった｡
大戦後の混乱 もやっとおさまりかけた昭和 27年にガソリン統制が撤廃されて,再びバス経営の
成長期を癖することになる.さらにその後は瑞旺経済成長の波にのって,路線数,雌数とも増え,
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